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「SAFEコンソーシアム」※では、職場において実施されて
いる労働災害防止や安全・健康の増進のための取組事例を募集
し、表彰することで、優良な取組を進める職場の「見える化」
を図り、企業・労働者による更なる取組を促進することを目的
として「SAFEアワード」を実施しています。令和６年度には
次の部門別に応募いただき、一般投票等を経て優良事例が選出
されました。

・安全な職場づくり部門
・エイジフレンドリー部門
・企業等間連携部門

※ 労働災害のない安全で安心して働ける職場の実現は、いう
までもなく全ての人の願いです。しかし、今、産業構造の変
化や働き方の多様化に伴って、転倒などの労働者個人の身体
機能が影響するリスクや、顧客・発注者、調達先等との関係
で改善が難しい業務、統一的な教育研修機会の減少など、職
場単独では対応が難しい新たな課題が増えてきています。
SAFEコンソーシアムは、このような課題の解決を進めるため、
「Safer Action For Employees（SAFE）」を旗印に、社会全体
として安全で安心して働ける職場づくりのプライオリティを
上げ、加盟者が互いの知恵を共有しながら取組を進めていこ
うとするものです。
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取組事例一覧 サービス産業×安全な職場づくり部門

取組タイトル 会社名 業種 従業員数

「レジ椅子」の導入による身体的負荷・精神的負荷の軽減 株式会社ベルク 小売業 17,500

安全人間育成活動～会社の安全を支える人財育成～ 株式会社 グリーンテック
技術サービ
ス業

3,500

業務負担軽減と危険箇所の「見える化」で労災防止につなげる 社会福祉法人 三幸福祉会 保健衛生業 300～

社員の座りすぎ・運動不足を解消 運動習慣のある社員比率を60％以上へのチャレンジ 株式会社システムリサーチ 情報通信業 140

転カツ！ ～転倒予防活動～
社会福祉法人愛生福祉会
特別養護老人ホーム田谷の里

保健衛生業 107

労災発生の傾向は？労災ダッシュボードで分析・対策だ！ イオン北海道株式会社 小売業 19,022

夏・冬のゼロ災運動で 労働災害防止対策を加速する！ イオン北海道株式会社 小売業 19,022

ファン付きウェアと警戒アラートで熱中症を未然予防！ 株式会社カクヤス 小売業 5,500

フォークリフト事故『ゼロ災害』を目指す（解釈差をなくすためのよりわかりやすい安全教育 ロイヤルホームセンター株式会社 小売業 4,000

一人ひとりが自らの安全と健康を守る意識を高め組織全体の安全文化を醸成に力を入れています。 DACグループ 広告業 920

労働災害防止 株式会社１＆Ｄホールディングス 飲食店 650

安心して働ける介護現場づくり～職員のやりたい・やりがいの実現へ～ 社会福祉法人聖隷福祉事業団 保健衛生業 16,000

全職員のポジティブアクション！腰痛ゼロ災の環境から業務効率化・生産性向上発展 社会福祉法人同塵会 保健衛生業 1,418

トランス（移乗×変革）formation   変革～マインドチェンジ～ 抱え上げない・持ち上げない・引きずらないケ
アをめざして

社会福祉法人聖隷福祉事業団 保健衛生業 16,000

頭と身体は使ってナンボ！動いてナンボ！ はぁとふるグループ 保健衛生業 300～

働きやすい職場環境の構築をめざして ～腰痛ゼロへの挑戦～ 社会福祉法人 天神会 保健衛生業 400

労働災害ゼロへの道！大切なのはPDCAサイクル！！ 社会福祉法人おおさわの福祉会 保健衛生業
100～
299

介護施設も自動化やICTの時代に！ 社会福祉法人仁摩福祉会 保健衛生業 180
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サービス産業×安全な職場づくり部門

取組タイトル 会社名 業種 従業員数

社内研修制度の充実 入社時研修をはじめ定期的な研修を実施することで職員の腰痛予防を継続的にサポート 株式会社リエイ
保健衛生
業

施設数48
カ所

職場定着支援助成金の活用について ～腰痛災害防止のための介護設備・機器導入～
社会福祉法人ロザリオの聖
母会

保健衛生
業

300～

ウェルビーイング推進室を中心とした職場全体の労災防止への取組み 社会福祉法人和光会
保健衛生
業

760

ペガサス ☆オリジナル☆３分ストレッチ チャレンジ 社会医療法人ペガサス 保健衛生業 300～

送迎車交通ヒヤリマップで交通事故防止 社会福祉法人みゆき福祉会 保健衛生業 100～299

労働災害抑止対策 指導、教育、制度、ITツール活用 リハコンテンツ株式会社 保健衛生業 276

小規模事業だからこそ可能な安全な職場作り職員から利用者へつなぐ安全ガイド 株式会社ココカラミライ 保健衛生業 5

「安全第一！私の1年：個人目標達成と安全意識向上への挑戦」 株式会社ビステム・クリーン 清掃業 120

社員の健康と命を守る経営【熱中症対策】重症者０を継続する取組
リライアンス・セキュリティー
株式会社

警備業 230

芸能従事者実態調査アンケート 芸能界の就業環境改善のために実態の見える化を促進
一般社団法人日本芸能従事者協
会

その他 52,000
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取組事例一覧 サービス産業×エイジフレンドリー部門

取組タイトル 会社名 業種 従業員数

社員の平均年齢上昇を見据えた安全衛生強化策の展開！
SOMPOひまわり生命保険株式会
社

金融・保険 2,700

健康であればいつまでも（生涯現役を実現するために） 株式会社 旭フーズ 卸売業 64

職員が健康で長く働き続けられる職場作り～意識付けで全職員腰痛ゼロ！健康ファミリー青谷学園～ 社会福祉法人青谷学園 医療・福祉 30

いつまでも元気に安全に働ける職場づくり 社会福祉法人和光会 医療・福祉 760

理学療法士が考案した“運動習慣と介護予防”～高齢の職員も一緒に ペガサス健康クラブ～ 社会医療法人ペガサス 医療・福祉 300～

人に向き合う気持ちを重視 体力年齢不問のエイジフレンドリーを意識した職場づくり 社会福祉法人 浩喜会 医療・福祉 50

エイジフレンドリーな職場に向けて 株式会社グローバル・クリーン 清掃業 150
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取組事例一覧 サービス産業×企業等間連携部門

取組タイトル 会社名 業種 従業員数

事務椅子をバランスボールにチェンジ！ 「バランスボールに座って転倒しないからだづくり」～3か月間でから
だが変化～

福岡市役所 官公庁 9,400

理学療法士による「職場における腰痛予防」の取り組み 公益社団法人日本理学療法士協会 医療・福祉 57

丸五＆日進ゴム（靴メーカー）による岡山県内のスーパーマーケット 転倒災害防止大作戦
(株)丸五、日進ゴム（株）/ 岡山
県+SAFE協議会（小売業）

小売業 300～

新入者（雇い入れ時）安全衛生教育の深化
一般社団法人川越地区労働基準協
会

サービス業 1,050～

取組事例一覧
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製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門

取組タイトル 会社名 業種 従業員数

三菱ケミカルグループ体操と安全安心体力テスト®で従業員の転倒災害ゼロへ！！ 三菱ケミカルグループ株式会社 製造業 66,358

500の知恵を結集！転倒災害防止事例集 キヤノン株式会社 製造業 24,000

「安全職場」は業者への誠意 2次・3次請負業者えお含めたゼロ災継続活動
東芝インフラシステムズ株式会社
社会システム事業部

建設業 2,000

健康支援サービス「ホコタッチ」を用いた“歩行の質”改善と健康づくり 花王株式会社 製造業 28,871

過去の災害から学ぶ安全教育の実施 独立行政法人国立印刷局 製造業 4,073

第一回やるきMAX安全活動コンテストを社内で開催 リーダーが活動の仕掛けを考え一緒にやろう！とメンバーの
背中を押す

マックス株式会社 製造業 2,000

ヒューマンエラーに特化した新入社員安全教育カリキュラムの構築
サンデン・リテールシステム株式
会社 赤城事業所

製造業 491

暑さ本番前から始める熱中症ゼロ活動～啓発と暑熱馴化で 酷暑の夏でも いきいき実現～
IHI回転機械エンジニアリング
生産センター横浜工場

製造業 120

転倒災害の未然防止対策～AI分析による転倒リスク低減への取組み～
ジェイティプラントサービス株式
会社 熊本支店

製造業 65

ミャンマー語に対応！母国語に対応した安全な職場づくり 株式会社デリモ 製造業 300

AIを利用したスマホアプリによるKY活動の効果的かつ効率化の取り組み 東亜建設工業株式会社 建設業 150

「ヒヤリハットの見える化で類似災害防止」 ヒヤリハット体験を現地に掲示・周知 東亜建設工業株式会社 建設業 150

ＱＲコードを用いたヒヤリハット投稿サイトの開設 東北発電工業労働組合 建設業 1,270

SAFE-C導入の第一歩として「まねる」から「まなぶ」でベトナム実習生の安全の「見える化」改善 ヤマダインフラテクノス株式会社 建設業 160

フォークリフト事故０をめざして！フォークリフトに関するアンケートを実施！ 株式会社トーコン
運輸業・郵
便業

240

労働安全部発足！～本社による組織的な安全衛生管理～
フジパングループ本社株式会社/
フジパングループ 製造業 16,000

職場巡視と自主保全活動の融合による全員参加型のゴム練り工場安全化活動 3K(危険・汚い・キツイ)を（綺麗・
快適・希望）へ

株式会社フコク 製造業 1,150

取組事例一覧
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製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門

取組タイトル 会社名 業種 従業員数

健康・安全についての全社員教育の実施～完全な作業遂行力のためには健康な体が不可欠！～ 寿精版印刷株式会社 製造業 496

ケーブル伸ばし用平台車により背面歩行廃止・転倒リスク低減・作業負荷軽減！ 株式会社ササキ 製造業 230

台車専用運搬台車で腰痛防止！ 株式会社ササキ 製造業 175

物の落下による、人に当たるリスクの減少
株式会社日本ネットワークサポー
ト

製造業 85

組立ライン表示灯による安全確保
株式会社日本ネットワークサポー
ト 製造業 77

自然災害や労働災害等の緊急時における「応急措置」への備え
株式会社日本ネットワークサポー
ト 製造業 94

遊休装置を活用した包装作業の省力化・安全化 オリヱント化学工業株式会社 製造業 230

部品台車の運搬作業が、前傾姿勢で辛い 放置されていた腰痛リスクを改善し排除！！ 株式会社 ジェイジェイ 製造業 75

作業場の転倒災害防止対策 ゼオンオプトバイオラボ株式会社 製造業 50～99

安全の見える化推進パトロール「災害ゼロ」から「危険ゼロ」へ 東亜建設工業株式会社 建設業 150

クラウドカメラで現場を安全管理～遠隔地の現場をリモート確認～ 東亜建設工業株式会社 建設業 50

安全な照度を確保した職場づくり 東亜建設工業株式会社 建設業 150

災害の再発防止対策(過去の災害事例の活用等) 東亜建設工業株式会社 建設業 30

鏡の自分に誓おう安全意識の向上 東亜建設工業株式会社 建設業 150

新規入場者・若手労働者への対応 東亜建設工業株式会社 建設業 27

安全確認・指差し呼称の定着にむけて～指差し呼称事例の掲示と実践場所の「見える化」～ 東亜建設工業株式会社 建設業 20

オリジナルポスターで安全意識向上！ 菱和建設株式会社 建設業 100

取組事例一覧
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製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門

取組タイトル 会社名 業種 従業員数

危険感受性向上 危険体感VRトレーニングの取り組み 栗田工業株式会社 建設業 8,000

マネキン展示による正しい保護具着用の啓蒙活動 栗田工業株式会社 建設業 8,000

安全協議会として取組む「腰痛防止」
東芝インフラシステムズ株式会社
社会システム事業部

建設業 2,000

「危険・有害要因の特定」による躓き・転倒防止
東芝インフラシステムズ株式会社
社会システム事業部

建設業 2,000

安全カレンダーの作成・掲示による安全意識の高揚
東芝インフラシステムズ株式会社
社会システム事業部

建設業 2,000

SAFE-C導入の第一歩として「まねる」から「まなぶ」で安全の「見える化」を推進 ヤマダインフラテクノス株式会社 建設業 160

安全標識を自ら考え作成する風土づくり～ 全員で「見える化」を考える ～ 新発田建設株式会社 建設業 110

トンネル工事現場における立入禁止エリアの明示(LED光線照射を活用した見える化) 寿建設株式会社 建設業 96

作業中の合図や指示の音声を拡声器で作業場全体に共有(情報の共有によるリスク回避) 寿建設株式会社 建設業 96

機械設備の改良で高所からの転落防止(既成概念からの発想の転換) 寿建設株式会社 建設業 96

熱中症を予防するための見える化～作業環境の把握と改善～
株式会社安部日鋼工業 設楽ダム
5号橋作業所

建設業 40

ゼロ災の日 東野建設工業株式会社 建設業 40

見える化の共有 東野建設工業株式会社 建設業 40

社員が安心して働ける職場づくり 株式会社東北ターボ工業 建設業 80

現場の見える化～見える危険から見える安全に変えよう～ 大有建設株式会社 建設業 400

完全なインフラ整備を追求 大有建設株式会社 建設業 400

高速道路の規制内の安全確保～第3者から作業員を守るために～ 大有建設株式会社 建設業 400

取組事例一覧
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製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門

取組タイトル 会社名 業種 従業員数

～安全な作業環境の確保～安全対策の「多重化」によりヒューマンエラー防止を図る 大有建設株式会社 建設業 400

建設機械による労働災害をなくすために私たちに何ができるか 大有建設株式会社 建設業 400

～安全な現場環境の構築～現場内の接触事故に繋がる事項を見える化して安全を守る！ 大有建設株式会社 建設業 400

藤原工業の『たてもの』づくり基礎は『安全な身体』づくり 藤原工業株式会社 建設業 28

取組事例一覧
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製造業、建設業、運輸業等×エイジフレンドリー部門

取組タイトル 会社名 業種 従業員数

『転ばぬ先の改善マップ』繋がる 広がる エイジフレンドリー
東芝インフラシステムズ株式会社
社会システム事業部

建設業 2,000

無人搬送車やからくり改善による重筋作業レス取組みで誰でも働ける職場づくり ダイキン工業株式会社 堺製作所 製造業 2,200

「みんなで参加しよう体力測定会」~運動不足の解消・運動の習慣化でエイジフレンドリーな職場づくりとゼロ災
へ～

花王㈱ 川崎工場 建設業 300

全従業員による体力測定の実施～健康で快適な職場づくりの推進と一人ひとりの健康増進にむけた取組み～ ダイキン工業株式会社 堺製作所 製造業 2,200

エイジフレンドリー対象者の体力チェック簡素化と客観的把握について 株式会社 ＬＩＸＩＬ 有明工場 製造業 820

安全パトロール（声かけ巡回）を活用した段差箇所の改善【転倒事故撲滅】
五十鈴関東株式会社太田サービス
センター

製造業 36

発掘現場での高齢者転倒防止対策 大畑建設株式会社 建設業 155

「働く大人の体力測定」で体力レベルを可視化！ 有限会社正木工業 建設業 13

事故０を目指して～カラダの見える化～ 株式会社西行土木 建設業 60

現道交通規制時の事故防止対策 大有建設株式会社 建設業 400

取組事例一覧
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製造業、建設業、運輸業等×企業等間連携部門

取組タイトル 会社名 業種 従業員数

ミズノとサミットの共同企画シューズ「売業向けワーク用スニーカー」 ミズノ株式会社 製造業 300～

働く社会人のための姿勢改善プログラム 足圧測定会の実施（連携企業：有限会社マスターピースコンソート） ANAホールディングス株式会社
運輸業・郵
便業

41,225

大塚製薬株式会社殿による熱中症対策出前講座の開催
東芝インフラシステムズ株式会社
社会システム事業部

建設業 2,000

～エイジフレンドリーな職場環境に向かって～METS・やまと監修 転倒防止や腰痛予防のための運動指導講座 サカネテクノ株式会社 製造業 200

地域コラボによる腰痛・転倒防止対策活動 ※邑楽町役場地域包括支援センター、羽生総合病院との連携 株式会社 フコク 製造業 1,150

建設現場の環境改善と安全に貢献するボディメンテナンス施設 健水院 produced by ダイヤ工業(株) 株式会社竹中工務店 建設業 8,000

素材梱包の変更による取り組み 素材購入業者中山商工㈱様 企業等間連携 日東精密工業株式会社 製造業 109

労働災害防止の取組み～SSMの考え方を取り入れた安全管理の仕組み構築～ 栗田工業株式会社 建設業 8,000

取組事例一覧
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その他

取組タイトル 会社名 業種 従業員数

ウェザーニュースの気象情報を全社導入～店舗の防災対策に特化したアプリの開発で安全性を向上～ 株式会社カインズ
卸売業・小
売業

266,000

フリーランスにも産業医を！芸術・芸能従事者の健康活動「こころとからだのヘルスケア」 一般社団法人日本芸能従事者協会
生活関連サービ
ス業・娯楽業 52,000

人工呼吸をしない救急蘇生法の開催～救命教育の全社展開～ 株式会社IHIエスキューブ 情報通信業 500

全社員で取り組む 多能工化・多専門化活動！～標準化作業を軸とした安全で効果的な教育展開～ 寿精版印刷株式会社 製造業 496

心も身体も安心安全な職場づくりへの挑戦！！～心理的安全性の浸透教育～ 寿精版印刷株式会社 製造業 496

エイジフレンドリー イベント型・情報提供型の両面からアプローチ！ ユニ・チャーム株式会社 製造業 1,800

取組事例一覧
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1．サービス産業×安全な職場づくり部門

15



ゴールド賞

サービス産業×安全な職場づくり部門

顧客への対応だけでなく、労働者の働きやすさや安全を追求する取組です

ポイント
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サービス産業×安全な職場づくり部門
シルバー賞

17

労働災害の防止のために最も重要な作業環境の確保に加えて、働く人の不安全行動の抑制を図る取組です

ポイント



サービス産業×安全な職場づくり部門

ブロンズ賞

18社会福祉施設で「働く人」の立場にたった、安全と安心の確保のための総合的な取組です

ポイント



サービス産業×安全な職場づくり部門

ダイヤモンド賞

19社員の方の自主的な運動促進・定着のための仕掛け・仕組みづくりの取組です

ポイント



サービス産業×安全な職場づくり部門
パール賞

20
働く方の転倒災害の予防のため、各自に気づきを促しながら、身体機能の維持向上に繋がる運動等を促進する
取組です

ポイント



サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門

28



サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門

35



サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門

39



サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門
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サービス産業×安全な職場づくり部門

43



2．サービス産業×エイジフレンドリー部門
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（定性） 「足腰が鍛えられた」 「体力と集中力が向上した」「自身の運動不足に気づいた」「今後もストレッチを実践したい」などの社員の声が確認できた。
（定量）従業員の運動習慣者比率※の上昇（社内アンケート）：36.3％（取組後：2024年8月）← 24.7％（取組前：2023年3月）

社員の平均年齢上昇を見据えた安全衛生強化策の展開！
背景（課題・ニーズ）
当社は、お客さまの健康を応援する「健康応援企業」をビジョンに掲げており、その実現には社員とその家族の健康が不可欠であると考え、健康経営に注力しています。
当社の健康課題トップは「運動不足」であり、社員の平均年齢も上昇傾向であるため、職場で起こり得る転倒の防止や腰痛の予防の重要性が増しています。

★実施効果★

★「オリジナル体操・第二弾」の制作★
◆以前より展開しているオリジナル体操「ＳＯＭＰＯひまわり体操」に加え、
筋力強化要素を取り入れ、
高年齢層に多い転倒や腰痛の予防効果が期待できる
「ＳＯＭＰＯひまわり体操 UP BEAT STYLE」を制作。

◆短時間（３分間）で業務の合間に気軽に実践できる。
◆転倒予防、腰痛予防・改善に加え、肩こり改善、介護予防（ロコモ/フレイ
ル）、体幹強化、リフレッシュ、ストレス解消など、労働災害防止だけには収

   まらない様々な効果がある。
◆テレワークやオフィス空間でも実施できるよう、座位バージョンも制作。

★「転倒防止セミナー」の継続開催★

★「健康応援ミーティング※」でのロコモ予防★

※運動習慣者比率：1日30分以上の軽く汗をかく運動を週2回以上、1年以上実施している人の割合
社員の安全・健康のため、

今後も継続して取り組みます！

「転倒」を防止・予防するための体づくり、腰痛
等によるプレゼンティーイズム低減を目的とした
「転倒・腰痛予防セミナー」を２年連続で開催。
労働災害の現状を学び、自身の状態をチェック
したうえで、予防のためのストレッチ＆エクササイ
ズを実践。

高年齢層はもちろん、若年世代も含め運動機
能の定期チェックを推奨し、厚生労働省スマー
ト・ライフ・プロジェクトで紹介されている「ロコトレ」
によるロコモ予防を実践した。
※毎月１回、全職場で実施している健康をテーマとした
   ミーティング

体操（第一弾動
画）

５０歳超の社員には
個別に参加呼びかけ

サービス産業×エイジフレンドリー部門ゴールド賞

働く方の転倒や腰痛の予防のため、各自に気づきを促しながら、身体機能の維持向上に繋がる運動等を促進す
る取組です

ポイント
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健康であればいつまでも
（生涯現役を実現するために）

事業者名：株式会社 旭フーズ
業界・業種：卸売業
従業員規模：６４名
地域：関東、甲信越

背景（課題・ニーズ）

若手人材不足とシニア世代で勤務している従業員の多くが「長く働きたい」ニーズがある。年齢の壁を乗り越え、生産性を向上できるかについて取り組んだ。

コロナ禍後もさらなる人員不足が見えている中さらに実現性を高める取り組みを進めている。

令和元年 パートアルバイトさんを対象に「生涯現役制度」を宣言 本人が引退宣言しない限り、継続的に雇用する。

働きやすい環境の整備

・階段手すり設置 エイジフレンドリー補助金を活用し設置

・インフルエンザワクチン接種 全員を対象に年1回会社で接種

・コロナ禍食料配給 会社で野菜、食料を配給 BCP取り組みとして

・引退まで責任を持つ覚悟 総務経理課を中心に安否、健康確認

現場社員が気温などを考慮し休養などレフリー機能を有する。

エイジフレンドリー補助金を活用した階段手すり設置

昇降負担の軽減につながった。

機械との協働 年齢問わず作業が行える様に

・自動仕分け機（ピースソーター）導入 ものづくり補助金を活用

従来の速力、体力を行わず機械側でカバー 高い生産性を確保

・段ボール圧縮機を導入
ピースソーター導入により作業効率が上がった一方、排出される段ボールの量が増えたことから作業スペース

確保が課題であった。箱のまま投入し圧縮することにより年齢を問わず少人数で解決する事ができた。

自動仕分け機（ピースソーター） 段ボール圧縮機

従来の歩数を掛けず そのまま段ボールを大量に入れ

正確な仕分を実現 力を使わず圧縮

１F、３Fに導入 １F、３Fソーターとセットで稼働

従業員の１／３に当たる19人が60歳以上で元気に活躍している。 寛容な社内風土醸造はもちろんであるが第三者評価をいただける事に。

埼玉県公式YouTubeチャンネル（サイタマどうが）にて事例紹介 【シニア活躍企業③】株式会社旭フーズ～シニアが主戦力～
独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED） 「エルダー」2024年10月号 高齢者に聞く 生涯現役で働くとは 第98回掲載

サービス産業×エイジフレンドリー部門
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シルバー賞

シニア労働者が安心して安全に働くことができるよう、行政による支援策も活用しながら、環境改善を進め
る取組です

ポイント



職員が健康で長く働き続けられる職場作り

～意識付けで全職員腰痛ゼロ！健康ファミリー青谷学園～

事業者名：障害者支援施設DO
業界・業種：医療・福祉
従業員規模：３０名
地域：関西/京都府

背景（課題・ニーズ）

当施設は、フレキシブルな定年制度として６０～６５歳の選択定年制としています。定年後再雇用が７２歳まで、その後は雇い止め年齢なしの
有期雇用で生涯働けます。職員の高年齢化が一層進むため、福祉介護業界の職業病である腰痛が一番の課題となります。全ての職員が業務をし
ながらセルフケアを行えるように、見える化や運動により腰痛予防の意識付けに取り組むことで、全職員腰痛ゼロの継続を目指しています。

取り組んだプロジェクト内容

見える化で意識付け 運動による意識付け 環境整備・貸与

階段にイラストを貼ることによる意識付けでインナーマッスルが鍛えられ、腰の負担が軽減し、腰痛を発症する職員ゼロが継続
できています。2015年から腰痛健康診断を年２回実施し腰痛の有無を把握しています。本気のラジオ体操にも取り組み、出来
栄えを定期的に点数にして公表することで本気度がアップし、効果的な体操が出来るようになりました。そんな職員の姿を見て、
ご利用者様もラジオ体操をきちんと行われるようになり、相乗効果となりました。

これからも一人一人が『健康ファミリー青谷学園』の職員であることを誇りとして、腰痛ゼロを継続します。

支援現場で腰痛リスクが高い原因は
『姿勢』にあり。入浴・排泄介助に
携わる場所にイラストを貼って正し
い姿勢を意識付け！

ノーリフティング宣言 持ち上げない！抱き上げない！引きずらない！中腰にならない！

やってみての効果

階段の昇降時、接地面
に足底をしっかり置き、
自然と姿勢を整えるこ
とでインナーマッスル
を意識付け！

腰痛予防強化月間
職員室前・支援現
場など目につくと
ころに掲示して意
識付け！

腰痛ベルト貸
与
着用を義務化

デスクワーク
の多い職員は
スタンディン
グデスクを使
用

ラジオ体操（午前と午後）
筋肉や関節のストレッチ効果あ

り！

ラジオ体操の点数づけ
見える化で本気度アッ
プ

始業時の腰痛予防体操
座位と立位でストレッチ！

ブロンズ賞
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シニア労働者が安心して安全に働くことができるよう、適切な作業方法についての教育・意識付けや環境改
善などを総合的に進める取組です

ポイント



理学療法士が考案した“運動習慣と介護予防”
～高齢の職員も一緒に ペガサス健康クラブ～

事業者名：社会医療法人ペガサス
業界・業種：医療福祉
従業員規模：300名～
地域：近畿

【理学療法士が考案したプログラム】
サービス付高齢者向け住宅「ペガサスロイヤルリゾート」では、日々の運動習

慣の定着と介護予防を目的として、平日午前8:30から理学療法士が考案した
30分程度体操と起立着座運動を行っています。
体操と起立着座訓練を行っているのはペガサスロイヤルリゾートの入居者と
入居者を見守る業務を担っている見守り隊の高齢者の職員（従業員）です。
健康クラブに参加された方には、クラブカードに出席ポイントを押印して、ポイ
ント数に応じて素敵な商品と交換できるようにして、インセンティブを設けて継
続参加できるように工夫しています。

【理学療法士、看護師による医学的評価を実施】
月に一度、理学療法士や看護師が測定し、運動の効果 を医
学的に評価しています。
項目は「血圧」「握力」「30秒で起立が何回できるか」 「片足立ち」
「下肢筋力測定」 「バランス能力評価」です。
定期的な測定と結果のフィードバックにより、入居者や職
員自らの意欲の向上につなげ、日々の運動習慣の定着を
図っています。

健康相談会の様子

毎日の体操

ポイントを貯めます 月に一度の測定会

サービス産業×エイジフレンドリー部門
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サービス産業×エイジフレンドリー部門
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人に向き合う気持ちを重視
体力年齢不問のエイジフレンドリーを意識した
職場づくり

事業所名：社会福祉法人浩喜会
業界・業種：医療：福祉
事業所規模：約５０人
地域：関東

移乗介護をサポートする
リフト等を積極採用！
腰痛に起因する退職は
「ゼロ」
※腰痛予防モデル施設
として情報発信

「介護補助職」の活用に
よる業務の分業化

結論：エイジフレンドリーを意識した職場づくりは幅広い人財獲得と、定着化につながる！

ベテラン職員は「人財」であるととらえ、ながく働ける職場づくり
心身のバランスがはかれる小さな取組みを積み上げる

個別面談（年２
回）
⇒悩みの芽は
小さいうちに解決

・定年（６５歳）をむかえても、「まだ働きたい」の声があがる
・職員の平均年齢⇒５０．８歳
・勤続１０年以上の職員⇒５５％在籍

話を
「聴
く」が
大事

○「身的」負担軽減の取組み ○「心的」負担軽減の取組み

職員の声から有給+公休を組み合わ
せた５連休「リフレッシュ休暇」の創出

他にもストレスチェックの実施とサポー
ト

☆取組みの成果
☆

サービス産業×エイジフレンドリー部門
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エイジフレンドリーな
職場に向けて

事業者名：株式会社グローバル・クリー
ン
業界・業種：清掃業
従業員規模：１５０人
地域：九州/宮崎県背景（課題・ニーズ）

個人事業主から法人設立した当時から、会社としてはベテランの能力・知識が業務上不可欠でした。そのような中、創業当時
から支えてくれたパート社員が４名ほど65歳を迎えようとしていました。

また、全社員の８割をパート・アルバイトが占めており、定年年齢を過ぎても働きたい意欲のある方が多くおり、定年年齢の
引上げを検討する必要がありました。

取り組んだプロジェクト内容

女性や高齢者でも軽く持ち上げ
ることができ、高い窓の掃除が
より安全にできる道具

腰や首に負担のかからない長さ
のモップ

やってみての効果

〇面談を行い、体調や体力等の確認をしながら労働時間を軽減するなど、それぞれに合った働きやすい
環境を整備。
〇体への負担を軽減する道具を導入。
〇社員の健康を考慮し、肩こり対策で健康運動指導士による指導のもとヨガを数カ月に１度開催した。
〇ウォーキングを推奨し、宮崎県主催のアプリSALKOを各自導入してもらい、ウォーキング中に水分補
給をするためのポシェットを全社員に配布した。

高齢であってもやりがいのある仕事ができい
きいきと働く姿があります。
これまでの経験や知識を生かせられ、若い子
と切磋琢磨して働いています。

今後の目標

今後も楽に作業ができるテクノロジー等も
積極的に導入しながら全社員が働きやすい
職場づくりに努めてまいります。お昼休憩中にヨガ

サービス産業×エイジフレンドリー部門
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3．サービス産業×企業等間連携部門

52



バランスボールを活用した転倒防止プ
ログラムを継続的に実施
今回のプロジェクト（第１期）で得ら
れた成果をもとに、次のプロジェクト
（第２期）を実施し、さらに充実した
内容でより多くの職員の転倒予防の対
策を推進してまいります

60.9%→32.6％まで減少

「腰、肩、膝の痛みの改善があった」
「姿勢がよくなった」
「職場でのコミュニケーションが増えた」
「日常生活で活動量が増えた」

約3か月間、事務椅子の代わりにス
ポーツオアシスのバランスボール
（固定リング付き）に座って業務
を行うとともに、休憩時間等にバ
ランスボールエクササイズを実施
ルネサンスのトレーナーによる転
倒リスク測定会で効果検証を実施

福岡市役所では45歳位から公務上の災害が増加傾向にあり、主な原因が転倒によるケガとなっていることから、福岡市、株式会社ルネサン
ス、株式会社スポーツ オアシスの共働で福岡市職員100名を対象とした『バランスボールを活用した転倒災害予防』の取り組みを行いまし
た

事務椅子をバランスボールにチェンジ！
「バランスボールに座って転倒しないからだづくり」

～3か月間でからだが変化～
事業者名：福岡市役所
業界・業種：官公庁
従業員規模：約9,400
名
地域：九州/福岡

背景（課題・ニーズ）

やってみての効果 今後の目標や展望

転倒リスク測定会（事前） バランスボール使用（3か月間） 転倒リスク測定会（事後）

動機づけとやる気を引き出す測定会
・転倒予防の必要性のレクチャー
・バランスボールエクササイズ
・3種目測定(下肢筋力、バランス能力、敏捷性)

転倒予防の必要性 2ステップテスト

3か月間継続できるような仕掛け
・エクササイズの動画配信
・動機づけメール送信
・グループチャットで近況共有

椅子をバランスボールに

振り返りで体の変化に気づき継続へ
・3か月間の取り組み共有
・バランスボールエクササイズ
・3種目測定の結果共有

下肢筋力、バランス能力、敏捷性の向上、
転倒リスクの低減にも有意な成果

エクササイズ＆測定結果共有

「1か月間でつまずいた」割合

こんな効果も！（参加者の声）

取り組んだプロジェクト内容

対象者
運動習慣のない40代以上

100名

前 前 前後 後 後

片足立ち上がりテスト

座位ステッピン
グ

テスト

座位ステッピン
グ

テスト

2ステップテスト

前

サービス産業×企業等間連携部門
ゴールド賞

53
転倒リスクチェックや身体機能維持向上のためのサービスを組み合わせて働く方に届けることで、転倒災害
等の予防を進められています

ポイント



背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

理学療法士による「職場における腰痛予防」の取り組み

やってみての効果

Mission１
ポスターを施設内に掲示して腰痛予防を啓発

企画：理学療法士が自身の職場における腰痛予防対策を講じるための3つの取り組み（Mission）を用意し、Missionの達成に応じた認定証を施設単位で発行した。
対象：全国47都道府県の理学療法士の会員（約13万6千名）が所属する医療・介護施設等を対象とした。

銀メダル施設として認定

Mission３
職場の腰痛リスクの見積と改善策を提案

2020年度 2022年度 2023年度 2024年度

日本理学療法士協会（本会）は、主に全国の医療・介護施設等で働く約13万6千名の理学療法士の会員を擁する医療専門職団体である。
医療・介護職種を含む「保健衛生業」では、職員の腰痛が年々増加傾向にあり、労働者の生産性低下や人材確保への影響が懸念されている。
そこで、本会会員の理学療法士が自身の所属施設において多職種に対する腰痛予防対策を講じることを支援する事業を2020年度より開始した。

事業者名：公益社団法人
日本理学療法士協

会
業界・業種：医療・福祉
従業員規模：事務所勤務57名
地域：関東/東京

銅メダル施設として認定

Mission２
職員に対する腰痛予防講習会の実施

金メダル施設として認定

※2023年度より希望する施設はChampion Stageとして認定し、
理学療法士がいない外部施設からの腰痛予防事業等の依頼に対応可能な
施設として本会ホームページに窓口の連絡先を掲載しました。

職場環境を見直し、設備等を整備したことで腰痛が軽減したと感じ
ました。取り組みを通じて自身の身体機能を把握するきっかけにな
り、腰痛は治療だけでなく予防が大切という意識の向上に繋がりま
した。

腰痛予防体操の取り組みをきっかけに、腰痛以外でも職員間で「健
康に関するコミュニケーション」が活発になり、円滑な多職種連携
に繋がる一助になりました。

実
績
デ
ー
タ

参
加
者
の
声

銅 銀 金

参加実績
2020年～
2021年度

2022年度 2023年度

参加施設（銀メダル） 130施設 144施設 180施設

参加者（理学療法士） 320名 377名 991名

参加者（多職種） 5,645名 7,370名 7,308名

7,308名が腰痛予防の取り組みを実施！

厚生労働省「介護作業者の腰痛予防対策チェックリスト」を活用し職場のリスク見積を実
施

シルバー賞 サービス産業×企業等間連携部門

54
医療・介護施設において、専門家団体による指導に基づいて、働く方の腰痛予防を進める取組です

ポイント



丸五＆日進ゴム（靴メーカー）による

岡山県内のスーパーマーケット
転倒災害防止大作戦

事業者名：岡山県＋SAFE協議会加盟のスーパー
株式会社天満屋ストア
株式会社ハローズ
両備ホールディングス株式会社
生活協同組合おかやまコープ
株式会社マルイ
株式会社仁科百貨店
大黒天物産株式会社
株式会社わたなべ生鮮館
株式会社共栄商事
株式会社グランドマート
株式会社フジ
イオンリテール株式会社 （順不

同）
業界・業種：小売業
地域：中国／岡山県

【企業等間連携部門】

靴メーカー２社（株式会社丸五、日進ゴム株式会社）が「岡山県＋SAFE協議会」に加盟しているスーパーマー

ケットへ訪問し、転倒災害防止に係る安全診断（床の滑り測定・労働者が履いている靴のチェック等 ）を実施。

それを基に診断レポートを作成し、スーパーマーケットは環境改善等を図り、転倒災害の防止を推進している。

背景（課題・ニーズ）

やってみての効果

事業者（スーパーマーケット）は診断レポートを基に店舗の転倒リスクの低減を図るとともに、安全衛生委員会や店長会等を通じ他の店舗への水平展開を
行っている。岡山県内の小売業のうち、岡山県＋ＳＡＦＥ協議会加盟事業者の労働災害の発生割合が前年比で減少傾向にあり効果が表れてきている。

取り組んだプロジェクト内容

靴
パ
ト
ロ
ー
ル
☟

床
の
滑
り
測
定

ブロンズ賞 サービス産業×企業等間連携部門

55

＋SAFE協議会を中心に、地域全体のスーパーマーケットと地元の靴メーカーが協力し、働く方の転倒災害防
止に向けて環境改善を図る取組です

ポイント



サービス産業×企業等間連携部門
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4．製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門

57



三菱ケミカルグループ体操と安全安心体力テスト®で

従業員の転倒災害ゼロへ！！

製造現場で発生する「転倒」による災害に対し、これまで作業の環境改善や手順見直し、各種教育等の対策を
行ってきました。更なる対策として、2017年より「人の運動機能」に着目した対策を国内外を問わずグローバルで推進し、転倒災害ゼロ
を目指しています。

事業者名：三菱ケミカルグループ株式会
社
業界・業種：製造業
従業員規模：66,358名（連結）
地域：全国/海外

当社オリジナルの「三菱ケミカルグループ体操」を毎日就業
時間内に動画を見て実施し、「転倒しにくい身体づくり」を進め、「安全安心体力テスト®」
で「転倒リスク」を客観的に評価し、両輪での取り組みを推進しています。体操の解説動画、
教育資料の作成と活用、e-learning等を通して、従業員の知識とモチベーションの向上を図っ
ています。また、製造現場のみならずオフィス環境での展開も行っています。

取り組み開始以降、過去1年間の転倒
経験者が年々減少し、転倒ハイリスク
者が減少しました。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容
やってみての効果

転倒災害は世界共通・職種を問わない
課題であり、国内外で働き方に関わら
ず取り組みを継続していきます。

今後の目標・展望

製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門
ゴールド賞

58
工場だけでなくオフィスにおいても転倒災害を予防するため、働く方が体力チェックと身体機能の維持向上の
ための効果的な体操ができるよう環境づくりを進めている取組です

ポイント



シルバー賞
製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門

59
働く方の転倒や腰痛の予防のため、各自が体力チェック等に意欲的に対策に取り組めるような環境づくりを
進めている取組です

ポイント



500の知恵を結集！転倒災害防止事例集
複数事業所をもつ弊社グループでは「転倒災害」がここ数年増加していることが共通課題でした。そこで、グループ全体で「転倒災害防止キャンペー
ン」を実施。段差や滑りやすい箇所を解消する改善活動を全拠点で展開し、オリジナル啓発ポスターも製作。転倒災害を半数以下に抑制。

背景（課題・ニーズ）

転倒災害防止キャンペーン内容

事業者名：キヤノン株式会社
業界・業種：製造業
従業員規模：2万4000名
地域：関東

他拠点も「やってみよう！」とマネしたくなるような事例をピックアップし、社内イントラサイトに転倒災害防止事例集を掲載。合計500事例

やってみての効果

毎年7月をキャンペーン期間として設け４年、キャンペーン開始前と比較し転倒災害の件数は半数以下に抑えられました。事前に対策していれ
ば良かったと思うような転倒災害はほとんど発生していません。効果は絶大です！

階段横扉の開閉激突注意マットを設置

ホワイトボードの脚に躓き防止用注意喚起カバーを設
置

装置周辺の段差にスロープを設置

日本緑十字社
路面用標識

（敷くだけマット）

社内イントラサイト (500事例)

事例を
ピックアップ

災害防止に効果絶大
オリジナルの啓発ポスター

労働災害をより自分事と捉えていただくため、キヤノンの制服を着たキャラクターが
怪我をしているイラストを盛り込みました

ブロンズ賞
製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門

60
転倒災害の防止のため、全社を挙げて環境の改善に徹底的に取り組み、働く方が転倒防止を自分ごととして捉
えるための工夫も凝らしています。

ポイント



タイトル：応募事例のタイトル（40字程度）をご
記載ください
（例）〇〇監修、オリジナル腰痛予防体操

＜応募事例資料作成要件＞

１．応募事例の詳細を文章でご記載ください。

課題やニーズなど取組に至った背景、取組内容の詳細、アピールしたい点（どのような効果があったか等） 、
今後の目標や展望について、ご記載ください。

２．応募事例に関するイラストや写真を掲載ください。

イラスト・写真を含めファイル全体の容量は５MB以内となるようご調整ください。

◎文字数やイラスト・写真の枚数については、１ページに収まる分量であれば制限はありません。
◎１応募事例に対し、１ページ作成をお願いいたします。
◎文章とイラスト、写真の配置について指定はありません。ご自由にレイアウトいただいて差し支えありません。

注）アワードにご応募いただいた事例は、後日事例集として編さんし、公表させていただきます（編さんするに当たり、
事務局で体裁等を整えさせていただく場合がございます ※内容は変更しません。）

事業者名：東芝インフラシステムズ（株）
         社会システム事業部

業界・業種：建設業
従業員規模：約2,000人
地 域：全国（東北）

東芝インフラシステムズ株式会社 社会システム事業部

ダイヤモンド賞

製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門

61
自社に限らず、同じ場所で働く様々な方の労働災害防止のため、作業環境の改善を図る取組です

ポイント



健康支援サービス「ホコタッチ」を用いた
“歩行の質”改善と健康づくり

事業者名：花王株式会社
業界・業種：製造業
従業員規模：28,871人
地域：全国

社員の安全と健康増進のため、日頃から社員へ健康支援サービス「ホコタッチ」を提供し、歩行の質（速度と歩き方）向上や

歩くことの習慣化を推奨しています。さらに、歩くことの意識づけや習慣化のために、毎年ウォーキングイベントを開催しています。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果

➢ ホコタッチを装着して日常生活を送る
歩行モニタリング・独自の分析手法で「歩行生活力」を見える化 歩行の質改善＆習慣化

➢ 70日間（4/7～6/15）のウォーキングイベントを開催。
➢ 寄付先対抗戦でモチベーションUP! 歩数に応じて合計100万円を寄付。
楽しく歩いて、社会貢献もできる！

➢ 個人目標達成者に花王製品プレゼント。

【 Waku Waku Walk! チャレンジ】
✓参加人数：1,871名（国内花王グループ社員）

✓ 「歩く」が習慣化した人（56日以上記録）：67％ ※昨年52％
✓個人目標達成率：48％（894人）

「ホコタッチ」とは、加
速度センサーを内蔵
した「専用の歩行
計」と、これに蓄積さ
れたデータの結果を
印刷する「ホコタッチ
スポット」を組み合わ
せた健康支援サービ
スです。

「歩行速度」や「歩行生活年齢」
を見える化 健康増進システム「GENKI 

Web」で歩行ランキング掲載

1. 専用歩行計「ホコタッチ」による日常生活歩行の支援 2. 「Waku Waku Walk! チャレンジ」 開催

寄付先対抗で進捗掲載

社内告知

☆個人目標の達成条件
①GENKIWebで56日以上の
歩数を記録

➁平均歩数が8,000歩以上

✓ ホコタッチ登録者：9,053名（国内花王グループ社員）

歩行の質を高めることや、歩くことの習慣化に繋げることができた

パール賞
製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門

62
働く方の安全や健康のため、各自が意欲的に改善に取り組めるような技術活用やインセンティブの導入を行っ
ています

ポイント



同種類似災害の発生防止

過去の災害から学ぶ安全教育の実施
事業者名：独立行政法人国立印刷局
業界・業種：製造業
従業員規模：4,073人
地域：関東/東京

●過去の災害事例が十分に活用できていない。
●災害発生時の迅速かつ効果的な情報発信が必要。
●過去の災害による経験を風化させることなく、安全教育の生きた題材とする。

背景（課題・ニー
ズ）

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果

●実際の災害を題材としているため、危険予知のイメージがしやすく、労働災害を自分事として捉えられ、
KYT活動による安全教育がより一層効果的に実施できた。

●過去の災害事例を確認することで、現在の安全対策や作業手順の必要性がより理解できるようになった。
●リスクアセスメント実施時、想定される危険や必要な措置が検討しやすくなった。
●労働災害(休業)発生状況は、令和4年度：4件、令和5年度：5件、令和6年度：0件(9月末現在)

今後の目標や展望

災害事例検索システムを活用し
た安全教育を継続的に実施するこ
とで、「災害ゼロ」を目指しま
す！

Step１ システムの導入

全職員が閲覧可能なデータベースとして
「災害事例検索システム」を平成１７年に導
入、現在まで約３０年分のデータを保存。

各事業場、発生年度、災害区分（労
働・通勤）、災害の型（切れ、転倒
etc）毎に検索可能

Step３ 過去の災害から学ぶ
過去に発生した災害からKYTシートを作成し、

係・作業単位でKYT研修を２か月に１回実施する
など、安全活動を活性化（本局、研究所、東京工
場、王子工場、小田原工場、静岡工場、彦根工場
及び岡山工場の８事業場） 。

Step２ システムによる情報共有

「災害事例」を作成し、国立印刷
局の全事業場に発信、注意喚起。

災害事例検索システムに掲載し、
全職員が情報を共有。

KYT活動（小集団活
動）

発生状況を写真や図で分かりやすく説明

発生原因から防止対策を検討・実施

災害事例検索システム

災害事例

KYTシート

過去の災害事例
を題材として作
成
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6月
各拠点の安全衛生
委員会でコンテス
トの趣旨を説明

7月-8月
活動を全社で取組

9月-10月
取組に投票

11月21日
表彰式

スケジュール

取り組んだプロジェクト内容
自由参加のコンテストを開催、リーダーがメンバーにチームの問題を

提案、みんなが「やるきMAX」で解決が行えるようにリードして取組
をコンテストに提出、自分もやってみたい取組に投票を行い、各賞が決
定、11/21に入賞メンバーが本社に集まり、社長から賞状を授与

https://cinq.smartcontest.jp/yarukimax
anzenkatudou/?ct_key=EBcfyOCUrobm
c

取組はURLから閲覧可能

やってみての効果

⚫ 取組を通じてコミュニケーションが
生まれた

⚫ 本社(3)、生産間接(7)、工場(19)、開
発(5)、営業(7)、物流(1)と色々な部署
(計42チーム)が参加

⚫ 投票は従業員から700票入り投票を通
じて他部署の取組を知る

⚫ 初めての取組でリーダーは戸惑ったが
色々な活動の仕掛けを考えた

⚫ 仕事は違っても全ての取組に色々な
工夫や改善のヒントがある

⚫ この取組は誰でもいつでも見られるよ
うにしておく

今後の目標や展望

来年の第二回やるきMAX安全活動
コンテストは他企業の皆様にも参
加をいただけるように準備する

第一回やるきMAX安全活動コンテストを社内で開催

弊社では、リスクアセスメントを中心とした管理活動をしっかりとやってきた、しかし不安
全な行動から起こる、転倒・無理な動作・転落の労働災害が今も続いている、また管理活動だ
けを強めると現場は指示待ち人間となり、自主的な安全活動はいつまで待っても始まらない

背景（課題・ニーズ）

リーダーが活動の仕掛けを考え
一緒にやろう！とメンバーの背中を押す

事業者名：マックス株式会社
業界・業種：製造業
従業員規模：約2,000名
地域：全国やるき～MAX！

みんな笑顔！

取組(営業)

⚫ 活動の仕掛け
出社した仲間の顔をみて挨拶
しよう！
⚫ チームの変化
他部署メンバーの名前と顔を
覚え、会話が増えた

朝のあいさつは心の準備運動

取組(生産間接)

⚫ ポスターをみんなでワイワ
イと作成

朝の一言運動と自作ポスター

⚫ 発見した危険
ヒヤリハットが出てこない、
安全活動が停滞
⚫ 活動の仕掛け
他職場を見ていいとこ取りし
よう！パートさんが楽しそう
に調査！

取組(工場)

いいとこ取りツアーで
他部署の良い所をゲット

床マットが破れて
いても放置

生産達成が優先されていた

毎朝当番で安全意識向上の
一言を説明

重要ならポスター作製

⚫ 問題意識を持って現場を見
る習慣
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ヒューマンエラーに特化した
新入社員安全教育カリキュラムの構築

事業者名：サンデン・リテールシステ
ム株式会社 赤城事業所
業界・業種：製造業
従業員規模：491名（24年10月時点）
地域：関東／群馬

新入社員に対し入社直後に安全教育を行っているが、教育後の理解度確認並びにアンケート結果とは裏腹に毎年新入社員の
労働災害が発生していた。入社直後の新入社員にどう伝えたら教育内容が伝わるかが課題であった。

背景（課題・ニーズ）

◇一方的な教育ではなく、新入社員に体感してもらう・考えてもらうカリキュラムに変更した

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果

カリキュラム変更後、毎年発生した新入社員の労働災害が４年半で１件に減少させるこ
とができた（２１年５月より無災害継続中）。また新入社員同士の横のつながりが持たれ
たことで、絆が強まり離職防止にも繋がった。

今後の目標や展望

新入社員のみならず、全社員の「体」と「心」
双方が健康になるような“企画・仕掛け”を考案し
実施していく（マンネリ防止）。

内容わからず教育中に寝てしまう社員も

毎年災害発生していた

ルールの理由を考える

物事の伝達の重要性を感じる

急ぎ・焦りを誘発させるゲーム体験

ヒューマンエラーの観点から効果説明
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暑さ本番前から始める熱中症ゼロ活動
～啓発と暑熱馴化で 酷暑の夏でも いきいき実現～

事業所名：IHI回転機械エンジニアリング
生産センター横浜工場

業界・業種：製造業
従業員規模：約120名
地域：関東/神奈川

【安全な職場づくり部門】

製造業の当工場では，夏季の熱中症対策は課題である。昨今の酷暑下においても，一人ひとりがいきいきと暑さ
に打ち勝つ職場の実現に向けて，暑さ本番前の5月から啓発と体づくりを中心とした熱中症予防にIHI横浜地区と協働で取り組んでいる。

取り組んだ内容

みんなで協力 ゼロ災害を目指す

今夏も 熱中症ゼロ達成！
毎年，繰り返し積み重ねた意識啓発と暑さに耐える体づくりにより

一人ひとりの意識が醸成され，相互で意識し合える風土が災害ゼロを達成

背景（課題・ニーズ）

毎年5～6月：暑熱馴化 ウォーキングイベント

今後の展望

効果

毎年5～9月：キーワードで啓発

IHI横浜地区の熱中症啓発資料を一部アレンジし，
当工場オリジナルのキーワードで熱中症予防を啓発！
予防ワードの「ANA」や「３K」はリズミカルで理解しやすく，
請負業者を含む工場従業員全員が，熟知している。

あいさつ替わ
りに「水分
摂っています
か？」

毎朝，面着
で

ANAを
相互確認

【目的・概要】暑熱馴化の体づくり
暑さ本番前の5月～ウォーキングイベントを2カ月開催
①専用アプリで２つのウォーキングイベントに各自参戦
個人とチームで歩数を競い合い，ウォーキングで汗をかく練習
②IHI横浜地区昼休みウォーキングイベントへの参加
＊期間中，3回開催
昼休みに構内約20分のコースをそれぞれウォーキング
給水所を設け，こまめな水分補給を啓発 昼休みウォーキングイベント：給水所

期間中，延
べ

700人が参
加

IHI横浜地区熱中症予防啓発資料
一部を弊社用に編集し展開
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ミャンマー語に対応！
母国語に対応した安全な職場づくり

事業者名：株式会社デリモ
業界・業種：食料品製造業
従業員規模：300人
地域：関東

当社の製造現場では、ミャンマー人などの技能実習生が多数働いており、従業員約300人のうち約100人がミャンマー人とその3割を占めてい
ます。

ミャンマー人の中には、日本語の理解が不十分な従業員がおり、全ての従業員が安全に働くためには母国語による教育が必要と考えました。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

元々日本人労働者向けに作成した危険箇所やその対策に関する教育資料について、日本語の理解力が高いミャンマー人
の労働者に翻訳をしてもらい、現場にて翻訳した資料を用いて、日本語に理解が不十分なミャンマー人に対して、

資料＋実機での安全教育の実施をしています。

どちらが伝わるかアンケートの結果、103

人のうち98人のミャンマー人から、母国語
の方が分かりやすいと言った声があった。
95％の人が母国語でないと伝わりにくいと
いった理由からこの活動を継続しています。

やってみての効果

今後の目標や展望

外国人労働者からヒヤリハット事例を集め、
日本人が気づかない潜在的な危険を明らか
にしていくことが今後の目標です

母国語
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AIを利用したスマホアプリによる
KY活動の効果的かつ効率化の取り組み

事業者名：東亜建設工業㈱大阪支店
業界・業種：総合建設業
従業員規模：約150人（全社1700人）
地域：近畿・四国を管轄

背景（課題・ニーズ）

AI技術を利用した危険予知活動アシストサービス。当日の作業内容を入力すると関連した労働災害事例及びその危険ポイントを
提示する。KY活動時の繰り返し作業におけるマンネリ化の防止や若手職員・作業員の知識不足を補助できるシステム。

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果 今後の目標や展望

・施工内容、作業内容に応じた適切な災害事例が提示される

・入力順序、方法が現場で違和感なくシステムが利用

・若手職員の検索ツールとして有用となった（AI検索）

・電子サイン入力、掲示用QR表示機能でスマホで確認可能

・QRコードでログイン機能

・労働災害事例の逐次追加にて、より精度の高い災害事例の抽出

KYシートの作成・出力まで行うことができ、
KYのペーパレス化を実現
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「ヒヤリハットの見える化で類似災害防
止」

ヒヤリハット体験を現地に掲示・周知

事業者名：東亜建設工業㈱ 大阪支店
業界・業種：総合建設業
従業員規模：約150人（全社約1700
人）
地域：近畿、四国を管轄

背景（課題・ニーズ）

大阪支店では、ヒヤリハットが発生した現地（陸上現場、作業船内）に発生事例を掲示し、ヒヤリハット防止の項目を示すこと
で、同じ現場で働く他職の方にも周知することで、類似のヒヤリハット防止から災害防止に繋げる活動を行っている。

ヒヤリハット発生現場に事例を掲示し、音声ナビ併用
で見える化、聞こえる化で類似事例を抑止

やってみての効果

ヒヤリハットの事例が、発生現場でどのような事例が起きたか、一目で分かる
「ヒヤリハットの見える化」として、現場全員に周知徹底できる。

今後の目標や展望

ハインリッヒの法則（１：２９：３００）の陰には、多くのヒヤリハット事例
や危険有害要因が潜んでおり、この災害に繋がる危険の芽の段階で、危険有害
要因及びヒヤリハット事例の「見える化」やパトライトや警報装置・音声ナビ
等を活用した「聞こえる化」も積極的に進め、指差呼称と併用で推進する。

取り組んだプロジェクト内容

ヒヤリハット掲示 事例

製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門

70



ＱＲコードを用いた
ヒヤリハット投稿サイトの開設

事業者名：東北発電工業労働組合
業界・業種：その他
従業員規模：1270人
地域：東北地区・新潟県・東京都

当労組ではハインリッヒの法則の基，労働災害根絶を目指し，種となるヒヤリハットの集約，その後の対策・フィードバックを実施しており，
組合員からヒヤリハットを募集・集約・分析後，会社へ情報提供を実施している。従来の集約方法は紙ベースで募集し指定の様式に取りま
とめていたが，入力に時間を要すること，ヒヤリハットがリアルタイムで収集できないことが課題となっていた。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

Microsoft office内のFoｒmsを活用し，スマートフォンが
普及している現代において当事者が直接ヒヤリハットを
投稿できるよう仕組みを構築した。
また，気軽に投稿できるよう事業所内の各所にQRコード
を用いたポスターの掲示を実施した。

やってみての効果

・手持ちのスマートフォンからQRコードを読み取ることで簡単にアクセスできることに

より従来の紙ベースと比較して投稿率が19.4％向上した。

・投稿内容をリアルタイムで吸い上げることができ，その後の対策について迅速に対応できる。

・ヒヤリハットを蓄積しデータベース化することで発生傾向を分析できる。

今後の目標や展望

ヒヤリハット体験は貴重な財産であり，その情報の蓄積が的を絞った対策の樹立に
寄与できることから，ヒヤリハットの逓減化による労働災害の撲滅を目指す。

ヒヤリハット

発生
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【安全な職場づくり部門】

課題・背景

取組んだ運動

 SAFE-Cの活動として他社で進めている安全対策を「まねて」それを「いかし」自ら「まなんで」いくことから進めています。情報を水平展
開するためにYSAFE-C通信を発行しています。YSAFE-C通信3号は外国人就労者に対する安全度向上事例です。 蒔いた種（PLAN）に、気づい
て水をかけ（DO＆CHALLENGE＆CHECK ）、芽（安全）が出てくることで次の行動（SAFE-C活動）につなげて（ACTION）しています。

SAFE-C導入の第一歩として

「まねる」から「まなぶ」で
ベトナム実習生の安全の「見える化」改善

ヤマダインフラテクノス㈱

事業所名：技術開発部
業界・業種：建設業
従業員規模：約１６０名
地域：中部/愛知県

ＹSAFE-C通信による安全情報の水平展開

今後の展開と展望

❶まだ報告数も少ないため「まねる」から「まなぶ」を定着させていきます。
❷他職場の改善報告が見える活動を進めます。
❸安全の「PDCA」により改善の「水平展開」を目指します。

【展望】その結果小さな気がかりを黙認しない安全職場を実現させていきま
す。言葉の壁を越えて「安全」に挑戦し、母国に帰国した際に、技術だけで
なく「日本の安全文化」もお土産に持ち帰ってもらおうと考えています。

当社はこの５年間で社員数は８５名から１６２名へと約２倍に増え、急成長を遂げている塗装会社です。特徴としてベトナム人実習生が４０
人を超え、全社員数の１/４を占めるようになりました。彼らは日本語取得の努力をしていますが、安全に対するコミュニケーションは待った
なしです。今年度SAFE-Cに加入し、安全レベルを上げるために『「まねる」から「まなぶ」』を合言葉にスタートしました。

⇦ 外国人就労者（ベトナム実習生等）向けYSAFE-C通信3号
安全メッセージ（SAFE&COMMUNICATION）
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やってみての効果

当社ではフォークリフトに普段乗っている人への対策は数多あるが、乗っていない
人への対策は行っていなかった。今回免許の有無に関わらずアンケートを行ったこ
とで、普段乗っている人だけでなく乗っていない人も危険の存在に気づくことがで
きた。
解説を挟みながら2回アンケートを実施したことでアンケート2回と解説2回の計4回
フォークリフトの危険性について知る機会を作ることができた。各事業所からもこ
のアンケートがきっかけで、危険性を知る事ができたとの声が多く寄せられている。

フォークリフト事故０をめざして！
フォークリフトに関するアンケートを実施！

事業者名：株式会社トーコン
業界・業種：物流サービス
従業員規模：約240名
地域：関東/神奈川県

アンケート調査（１回目）
グーグルフォームで日本語版
と英語版を用意して実施

アンケート調査（2回目）
正答は同じだが、よりイメージ
しやすい内容に変えて実施

アンケートの回答の集計後
解説とフィードバック配布
こちらも日本語版と英語版
を用意し配布した

アンケートの回答の集計後
フィードバック送信 1回目・
2回目の比較グラフも追加して
日本語版、英語版を配布した

背景（課題・ニーズ）
当社ではフォークリフトによる事故が増加傾向にあり、調査したところ、入社3年目までの社員の事故率が高いということが判明した。また外国籍社員の安全
ルールや教育に対する理解度に懸念が感じられたため、入社3年目までの社員及び外国籍社員を対象にフォークリフトに関する知識やルールがどこまで浸透して
いるのか調査するためアンケートを日本語版と英語版を作成し実施した。

今後の展望

今後は引き続きフォークリフト事故０をめざして、
社員教育資料として新入社員研修で配布。安全に
対する意識向上に役立てていけるよう推進してい
く、時勢に合わせて更新し、また英語以外の言語
への翻訳も検討する。

実施結果プロジェクト内容

1回目と比べて2回目は平均5.33％正解率UP

1回目のアンケート終了後、英語・日本語の解説を配布し各事
業所で詳しく説明を行ったことで理解が深まったと考えられ
る。

アンケートのQRコード

フォークリフトの危険性についてのアンケートを実施
5.33％

UP
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労働安全部発足！
～本社による組織的な安全衛生管理～

事業者名：フジパングループ本社 株式会社
業界・業種：製造業
従業員規模：約16,000名
地域：全国（沖縄を除く）

労働災害をなくすための『統一性のある客観的な考え方と行動』が必要という考えから、令和６年７月に労働安全部を発足。
これまでの各工場、店舗が実施する安全衛生取り組みが中心の体制から、労働安全部が発足以降、全国にある43工場の工場長などの管理者に対
して、安全衛生教育（リスクの見方、原因・対策の考え方等）のポイントを指示、各工場が実施する好事例の教育を展開、教育の実施状況の管
理などを通して、組織的な安全衛生管理、労災防止対策に取り組んでいる。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

今後の目標や展望

新人教育内容の統一化、世代別教育の充実、組織を拡大しパトロールと

現地指導のスピードアップ、全員参加型の取り組みで労働安全文化の醸成。

やってみての効果

グループ全体で同じベクトルで活動できるようになっている。

労働安全に対して表立った活動がしやすくなっている。

●各工場の労災について分析

（4日以上の休業労災分布）

⇒本社報告資料をデータ分析できる

ようにシステム化（1～10月）

●各工場にISO45001に準じた教育を実施●経営トップによる安全衛生方針の表明

⇒これまで各々で取り組んでいた労災対策を

より効果的な対策とするため、

社長が各工場長に対し意思を表明。

⇒ISO45001からリスクアセスメントと全員参加型

の取り組みの重要性を各工場長に教育。

挟まれリスクのある危険源にカバー設置や変更を展開。

まずは

挟まれ・

巻き込まれ

を無くす！

28%

転倒骨折

19%

通勤労災14%

挟んで

骨折

8%
落下骨折

7%
転倒他

4%

3%

3%
3%

3%

可能性 程度 合計点 ﾚﾍﾞﾙ 可能性 程度 合計点 ﾚﾍﾞﾙ

6 3 9 Ⅲ 2 3 5 Ⅱ

駆動部に接触出来る状態で、手が巻き込まれる カバーの設置

ﾘｽｸの見積もり（対策前） ﾘｽｸの見積もり（対策後）

バンズライン展板コンベア駆動部カバー設置（巻き込まれのﾘｽｸ低減対策）

対策前 対策後

考えられたﾘｽｸ ﾘｽｸ低減対策

製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門

74



職場巡視と自主保全活動の融合による
全員参加型のゴム練り工場安全化活動
3K(危険・汚い・キツイ)を（綺麗・快適・希望）へ

事業者名：株式会社フコク 群馬工場
業界・業種：製造業
従業員規模：1,150名（国内全拠
点）
地域：関東（群馬）

ゴムの混練り工程は設備や作業環境の３K色が強く、若手の採用や技能伝承の為にも職場の安全化や作業環境の改善が永遠の重要課題でした。

管理者、安全衛生課の気付いた危険箇所と現場サイドの感じる危険対策の優先順位乖離や、現場の汚れが著しい為に巡視での細部確認や保全活動、

設備改善が進み辛いといった問題により安全化対策の遅れが見られ、『ゼロ災』に向けた危険源対策活動を一丸となって加速する必要に迫られた。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果 今後の目標や展望

参加者のレベルを底上げし、指導役を育成、活動
が将来に渡り継続出来る様にした上で、関係子会
社や仕入先にも紹介、展開していきたい。

①1回/週の清掃・保全活動と定期巡視

活動ボードで計画・実績を情報共有

②巡視時のリスクアセスメントと

現場からの提案を合わせ対策検討
③各部署が協力し様々な安全対策を実施

管理職、技術、保全、作業者が一丸となって4Sや安全点検、安全対策を推進する体制構築、

情報共有と協業で以前より相互補完体質が飛躍的に高まった事で活動も大きく加速した。

現場からの安全に関するアイデア提案も活発化し、関係者の意識も向上。ゼロ災継続中。

全員清掃・保全活動 管理者・技術の巡視

活動ボードで計画、実績を情報共有

リスクアセスメント

作業頻度

事故可能性

重傷度

現場の安全化提案

実際の提案書

提案リスト

コロガシ配線空中化 荷台昇降機常設

金型落下防止板追加

非常口前チョイ置き防止

回転部カバー設置 出入口安全バー設置

リフター安全装置追加

産廃廃棄階段設置
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75



製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門

76



ケーブル伸ばし用平台車により

背面歩行廃止・転倒リスク低減・作業負荷軽減！
事業者名：株式会社ササキ
業界・業種：製造
従業員規模：約230名
地域：北海道・東北/宮城

背景（課題・ニーズ）

ケーブルを背面歩行で後退しながら長台の上に伸ばしていたため、視界が効か
ず転倒リスクがあり、さらに重いケーブルの持ち運びは体に負荷となっていた

取り組んだ“KAIZEN”内容 実施効果

◎背面歩行の廃止⇒転倒リスクの低減
◎約7㎏(20ⅿ)のケーブル持ち運び廃止

⇒体への負荷軽減
◎平台車に回転盤をつけ使用

⇒作業の簡易化・効率化にも寄与

今後の目標や展
望

労働災害で最も多い「転倒災害」の
不安全行動を抽出し、リスク低減できるよ
う、“KAIZEN”を他工程でも行う

目的

背面歩行の廃止で転倒リスクを低減し、かつ作業負荷を軽減する

KAIZEN前：巻いたケーブルを両手で支えながら、背面歩行で後退しながらケーブルを伸ばす

KAIZEN後：回転盤をつけた運搬用平台車の開発により、前向き歩行でケーブルが自動的に伸びる

①平台車を使用
⇒前向き歩行が可能に、負荷も軽減

②平台車に回転盤をつける
⇒平台車を引くだけでケーブルが伸びる

※改善のワンポイント

※危険ポイント

①背面歩行で後退⇒視界不良で転倒リスク大

②重いケーブルの持ち運び⇒身体への負荷蓄積

製作した平台車

視界不良

約7kg(20m)
のケーブル

製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門

77



台車専用運搬台車で腰痛防止！
事業者名：株式会社ササキ
業界・業種：製造
従業員規模：約175人
地域：東北・北陸/山梨

株式会社 ササキでは“ゼロ災で行こう”をモットーに日々業務を行っている。

現場では台車を使用することが多く、体に負担となっている側面を持っている。そこで負担軽減と安全性を考慮し台車専用運搬台車を導入した。

台車を移動する際、体に負担になったり、不安定な作業で危険な状態もありましたが、運搬時の体への負荷および危険度を低減し、
1回で複数個の台車を運搬することができ業務の効率を上げることができた。
運搬目的だったが格納場所としても機能することがわかり改善度はとても高い効果を得ることができた。

台車が崩れる危険
性

台車専用運搬台車を導入 安全かつ体への負担軽減

やってみての感想

改善前 改善後

背景 (課題・ニーズ)

運搬時の安全性を確保、
1回で複数台同時運搬。

格納場所としても機能するため保管時も台車が
崩れる心配がない、移動時の負荷も軽減された。

積み上げての移動や保管は
危険が伴う（不安全行
動）

手持ち運搬だと体への負担
と
両手が塞がるため危険。

肩腰への負担
大

台車
1個：
4kg

荷崩れによるケ
ガ

周辺に2次災害

軽量・高剛
性

大量運搬・少ない力で
操作性も抜群
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物の落下による、
人に当たるリスクの減少

物の落下により、下方にいる人へ当たるリスクを減少させる。

【安全な職場づくり部門】

背景（課題・ニーズ）

やってみての効果

人が歩く上部に踊り場や通路等がある場合は、つま先止めを設置することで、安全性をより担保できる。

取り組んだプロジェクト内容

事業所名：(株)日本ネットワーク
サポート播磨工場

業界・業種：製造業
従業員数：85人
地域：近畿/兵庫

踊り場の足元に高さ１０ｃｍ程度のつま先止め板
を取付けることにより、物の落下リスクを
減少させた。
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組立ライン表示灯による安全確
保

事業者名：株式会社日本ネットワーク
サポート佐野工場

業界・業種：製造業
従業員規模：77名
地域：近畿/大阪

背景（課題・ニーズ）

当社佐野工場では製品組立作業においては、同一ライン上の異なる場所において複数人での作業となるが、それぞれの場
所からは他の者の作業状態が確認できず、どのような状態となっているのか判断ができない。通常は自動運転でラインを
稼働させているが、ラインを一時的に停止させ製品の確認等が必要となる場合があるため、ライン上の何処の箇所で停止
して作業を行っているのか分かりづらいとの声が現場作業員から挙げられた。

取組んだプロジェクト内容

ラインの何処の箇所で一時停止させて
作業を行っているのかが一目で判断で
きるよう表示灯を設置した。

やってみての効果

ライン上の何処で一時停止しているか「一目瞭然」であり、各作業場所間
での応援がやり易くなった。

今後の目標や展望

製品組立については、同一ライン上で
の作業が多く各人の意思疎通が必要で
あるため、安心安全に作業できるよう
今後も取り組んで行きたい。

点灯場所によって
何処で一時停止し
て作業しているか
分かる。

表示灯

非常停止

一時停止
（作業中）

自動運転

表示灯
組立ライン
上の作業者
全員から見
える場所に
設置
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自然災害や労働災害等の緊急時における「応急措置」への備
え

事業者名：㈱日本ネットワーク
サポート 滋賀工場

業界・業種：金属製品製造業
従業員規模：94名
地域：近畿/滋賀

＜課題＞
自然災害や著しい積雪等により「救急車両を要請しても直ちに到着が困難」な状況のなかで、従業員が負傷したとき、他の従業員がとるべき
行動について検討する必要がある。

＜ニーズ＞
どんな状況下においても「直ちに応急措置」を施すための知識と備えが必要！！

背景（課題・ニーズ）

概要

種類 使用用途 備品 写真

救
急
セ
ッ
ト

「直接圧迫止血法」
および

「止血帯法」

の止血措置が行える。

タオル
滅菌ガーゼ
滅菌救急三角巾
オキシドール
布切はさみ
使い捨て手袋
エレバン（絆創
膏）
止血方法の手順書

搬
送
セ
ッ
ト

切断してしまった部
位を保冷した状態で
病院へ搬送し、再接
着を目指す。

滅菌ガーゼ
瞬間冷却材
ジップロック
使い捨て手袋
ビニール袋
搬送方法の手順書

全従業員の前で止血を実演

以下のセットを各建屋入口に設置した

＜その他の取組み＞

■地震に備えた教育
■心肺蘇生法(ＡＥＤ)
■骨折時の措置法
■簡易担架のつくり方

従業員とご家族の
「安心」に向けて
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遊休装置を活用した
包装作業の省力化・安全化

事業者名：オリヱント化学工業㈱
業界・業種：化学工業・製造業
従業員規模：230名
地域：関西/大阪府

当社では現場で作業を行う一人ひとりが、日々の作業を “安全に”、“ラクに”、“早く”できる様に考えて作業を行うよう心掛け
ている。その為、ボトムアップ型の改善提案活動推進に積極的に取り組んでいる。各職場には改善活動を推進する改善委員が任
命され、定期的に開催される改善委員会では、各職場の優秀な改善事例が持ち寄られ、改善の社内共有が図られている。近年、
60歳以降も現場で活躍する社員の増加に応じて、“ラクに”できる作業の省力化改善が多く寄せられている。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

包装作業の省力化
従来の包装作業では、製品10kgの入ったポリ袋を片手で持ち上げ、もう片方の手で外装にするクラフト袋の口を広げながら、その10kg入り

ポリ袋をクラフト袋に収める作業（写真①）を行っていた。そこで、遊休品の治具（写真②）を活用して、クラフト袋の口を広げて袋が自立で
きる（写真③）ようした。これにより、両手で10kg入りポリ袋を持ち上げて、そのクラフト袋に収めることができる（写真④）ようになった。

写真① 写真② 写真③治具の口元を切断、ｸﾗﾌﾄ
袋が大きく開口する様にした。

写真④

やってみての効果

・腕力に任せた従来の包装作業は、片腕に10kgの負荷がかかり、疲労が蓄積すると腕や肩、腰を痛める恐れがあった。遊休品治具を活用した省
力化改善後の包装作業では、両腕を使って大きく開口する自立したクラフト袋に収めることができ、ラクに作業ができる。

・従来の包装作業は、一回でクラフト袋に収まらなければ、何回か試みるうちに袋がしわくちゃになる事もあった。早くきれいに作業ができる。
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部品台車の運搬作業が、前傾姿勢で辛い
放置されていた腰痛リスクを改善し排除！！

事業者名： 株式会社 ジェイジェイ
業界・業種：宇宙航空・製造業
従業員規模：７５名
地域：中国・四国/広島県

背景（課題・ニーズ）

当社では航空機胴体の一部の製造に携わっており従業員それぞれが、様々な形状で膨大な数の航空機部品を取扱っています。
小部品などは、自製のパイプ台車を使用し運搬をしていましたが、長年の使用で台車の取っ手が取れてしまったものや、取手の長さが不十分でかなりの前傾姿勢で
運搬をしなければならず、腰痛障害発生を危惧する従業員が増えていました。改善キーワードは運搬を今よりも『ラクに』。。。

部品台車の取手が短かく前傾移動が必須だった 小柄な女性でも前傾姿勢で一苦労

部品運搬時の前傾姿勢による腰痛リスクが放置されていた

取手の改善で運搬姿勢がラクに！ 身長関係なく姿勢が伸ばせる様に

余剰パイプを使用し台車取手を延長し運搬しやすく！
コストを掛けずにリスクヘッジ完了！

高身長でもラクな姿勢で
取手に手が届く様に
改善実施！

やってみての効果

従業員の声（一例）

Aさん ：前傾姿勢だと身体負担も大きいし周囲が見えませんでしたが、姿勢がラクになり
周囲もよく見ながら移動できるので、安全度も増したと感じます。

Bさん ：取手を改善したことで、台車の方向も変えやすくなり腰もラクになったので、
仕事が捗る様な気がします！

など、従業員からは概ね高評価を得ることが出来た。腰痛災害発生の不安も減少し、安全で
働きやすい職場として進化出来たと感じています。

改善！

JUST 
JOINT
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作業場の転倒災害防止対策

生産工程の成形機移設、レイアウト変更を行いま
したが、設備機器の配管や配線、ホースが床の上
を張っていて、通行の際に躓いて転倒する可能性
があり、危険な状態となっていた。

X号機東側

不要な配線、配管の撤去 と配管位置（壁面へ）
変更し通路をすっきりさせた。

◆床の上を張っていた、配管、配線、ホースが無
くなったことで、躓き転倒が改善され安全な職場
が確立できました。また、作業性も向上して、ス
トレス無く作業が行える様になりました。

ゼオンオプトバイオラボ株式会社

製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門

84



安全の見える化推進パトロール
「災害ゼロ」から「危険ゼロ」へ

事業者名：東亜建設工業㈱ 大阪支店
業界・業種：総合建設業
従業員規模：約150人（全社約1700
人）
地域：近畿、四国を管轄

背景（課題・ニーズ）

大阪支店安全衛生協力会では、自主的安全衛生活動をより積極的に推進する方策の一つに、協力会正会員メンバーから見える化
チームを編成し、安全や危険の見える化に特化した現場点検を行い、現場の労働災害防止に繋がる「見える化」を実現し、「ゼ
ロ災」に取り組んでいる。6人で見える化推進のトラチョッキを着用、熊よけ鈴を腰にぶら下げて現場を巡視する。

見える化推進の活動状況

やってみての効果

通常の指摘事項や良好事項の抽出するパトロールにかわり、協力会の会員
企業の多角的な視点で、様々な見える化のアイデアを挙げ、現場職員と一緒
に有効な見える化事案を考えることで、現場全体の見える化意識が高まる。

今後の目標や展望

視覚に訴える見える化、聴覚に訴える聞こえる化等、現場に潜むあらゆる
危険要因を可視化することで、「危険ゼロ」の徹底でゼロ災を目指す。

協力会正会員会社の全員参加活動として一体感を醸成する

取り組んだプロジェクト内容
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当社の一部現場ではクラウドカメラ
を設置し、PC、スマートフォン、タブ
レット端末等を使用して現場状況をリ
アルタイムに確認しています。

また、当社では現場担当と内業担当
に分かれて業務を行うことがあります。
カメラの設置により遠隔地(内業担当
者)からでも、移動時間をかけずに現場
状況を把握し指示が出せるため、多方
面から現場を管理することができます。

クラウドカメラで現場を安全管理
～遠隔地の現場をリモート確認～

事業者名：東亜建設工業㈱
白石工事事務所

業界・業種：建設業
従業員規模：約50人
地域：関東/神奈川

背景 内容

海上工事を得意とする当社の現
場では、事務所から現場までの移
動に船舶が必要となる場合があり
ます。陸上工事においても遠隔地
の現場も多く、海上・陸上ともに
現場までの移動に多くの時間を要
するという課題があります。

一方で、働き方改革の実現に向
けて建設業全体が取組む中で、い
かに効率良く働き、かつ安全に現
場を管理するかが各企業に求めら
れています。

やってみての効果・感想 今後の目標

往復1時間。。。

撮影した映像データは常時録画保存
しています。データを見返すことで作
業状況の振り返りをしたり、今後の作
業方法の打合せとして利用できるため、
有効に活用することができます。

作業方法の打合せは、実際の映像を
確認しながら行うので、メンバー全員
で共通認識を明確に持ち、より現場に
即した内容で実施することができます。

また、カメラの電源にはソーラーパ
ネルを使用しており、日中に充電した
電力で作業時間外や夜間帯も撮影し続
けることができるため、クラウドカメ
ラが防犯対策や非常時の確認としても
役立っています。

• 移動に要する時間を書類作成などの業務に当てられた
ので効率よく仕事ができました。残業時間を減らし、
プライベート時間を確保することができたので精神的
にも健康でいることができました。 ・・・Y職員

• 現場作業を行う前に、現場状況や作業方法を映像で確認で
きたので状況整理がしやすかったです。 ・・・K作業員

建設業で発生する災害は、発生件数こそ年々減
少傾向にありますが、一度災害が発生すると重大
災害につながる可能性が高いという特徴がありま
す。当社で導入しているクラウドカメラを最大限
活用し、現場に潜む災害につながる危険の芽を一
つ一つ摘んでいこうと思います。

クラウドカメラ
ソーラーパネ

ル
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安全な照度を確保することにより、移動･作業の効率化、つまづき･転倒の防止につな
げられた。特にLEDﾃｰﾌﾟ･ﾁｭｰﾌﾞは従来の電球の物よりも、明るく､割れず､長持ちし､少消費電力、かつ、全体
が光り自在に曲げられ設置場所を選ばず照らせるということで有効であった。今後も新たな照明器具等を導
入･試用し、より良い物の活用を社内･関連会社に水平展開し、安全な職場づくりを進めていきます。

建設工事の現場では、作業場所や作業環境に応じた照明器具が必要となる。従来の物では照度が不足していた
り、持ち運び･取り回しに不具合があるなど、改良の余地があるため、より良い照明器具が求められている。

事業者名：東亜建設工業(株)東京支店
業界・業種：建設業
従業員規模：約150人
地域：関東ブロック

安全な照度を確保
した職場づくり背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果

【安全な職場づくり部門】

③ﾊﾞｯﾃﾘｰ式ﾊﾞﾙｰﾝﾗｲﾄの使用

排ガス･騒音無し

④高照度ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄの使用①足場内LEDﾃｰﾌﾟﾗｲﾄの使用 ②通路部LEDﾁｭｰﾌﾞﾗｲﾄの使用

新たな器具の導入･試用･使用
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災害の再発防止対策
(過去の災害事例の活用等)

事業者名：東亜建設工業(株)北陸支店
業界・業種：建設業
従業員規模：約30人
地域：北陸地方(新潟県･富山県･石川県･福井県)

建設業の死傷病災害件数は、労働安全衛生法制定等を契機に減少してきたが、ここ最近は停滞し(下げ止まりし)ている状況です。
更なる災害減少を達成させるため、現場トップの決意と過去の災害の再発防止と危険感受性を高める対策が必要である。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだ活動の内容

①所長方針の表明 ②災害事例の周知 ③つまづき転倒の再発防止 ④巻込まれの再発防止
●所長方針として『ゼロ災』を表明 ●安全教育訓練で、類似工種で発生した

過去の災害と再発防止対策を周知

●作業員休憩所や喫煙所等に、過去の災

害事例を掲示

●過去のつまづき転倒の再発防止対策と

して、作業通路の段差箇所を明示し、指

差呼称を実施

取組みの効果と今後の目標

類似工種で過去に発生した災害の再発防止対策を行う取り組みで、建設現場の安全性を向上させることができる。更に過去の災害発生要因や
再発防止対策の情報共有により、工事に従事する技術者や作業員の危険感受性を高める効果が期待できると考えている。

これらの活動を活性化させ、作業時に行う危険予知等もより効果が高い活動にして、建設現場の安全水準を向上させていきたい。

【取組み例として、国土交通省発注 新潟港（東港地区）岸壁(－１２ｍ)地盤改良工事（その１）の取組】

●巻込まれの再発防止対策として、ミキ

サーに現場作成した蓋を設置
(機械付帯の蓋は鉄板製であり、ミキサー内部)が

確認できず、蓋を開けたままだと、とっさに手等

を入れてしまい巻込まれの危険
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１．現場に鏡を設置し、職員・作業員とも毎朝作業開始前に鏡の前に立ち、「私は絶対に災害を起こさない」と
鏡の中の自分に誓ってから作業場へ移動するルールを定めている。

TBM終了後に鏡の中の自分に「私は絶対に災害を起こさない」を声に出して誓い配置につくことで、安全意識
の高揚を図った。

各々が作業前に安全に対する思いを込めることにより、安全意識の向上と指差呼称運動の啓蒙にも繋がった。

事業者名：東亜建設工業㈱西日本建築支店
業界・業種：建設業
従業員規模：約150人
地域：東海・近畿・中国・四国・九州ブロック

鏡の自分に誓おう
安全意識の向上

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果
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新規入場者・若手労働者への対応 事業者名：東亜建設工業株式会社
横浜支店横須賀工事事務所

業界・業種：建設業
従業員規模：27名
地域：全国：関東/神奈川

建設業界全体の労働災害は長期的に減少傾向にあり、当社における休業4日以上の災害発生件数も同様の傾向が見られます。しかし、躓き転倒災害や小型電動工具
による災害などの軽微な災害があとを絶たず、その発生災害の多くは、危険軽視や危険感受性の低下に加え、新規入場者や経験の少ない労働者による安易な間違った
判断および安全意識・知識の低下が要因として挙げられました。

そこで、工事現場への新規入場者や経験の少ない若手労働者への教育、安全な工事現場づくりがより一層求められている。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

③作業員みまもりサービスの導入
新規入場者に『作業員
みまもりサービス』を
貸与し、万が一災害発
生してしまった後すぐ
に対応できるように作
業状況を遠隔管理した。

作業員みまもりサービス

【作業員みまもりサービス】とは

GPS搭載の小型機械を身につけることで、作業員一人
一人の位置や体調を遠隔でリアルタイムで確認するこ
とができる。

②現場内のカラー化・見える化

現場内での注意事項や危険
箇所を掲示物などで明示し、
見える化を行った。

段差注意喚起＝黄色

安全通路を緑色、段差危険
箇所を黄色と現場ルールと
して色分けを統一した。

安全通路＝緑色

現場への新規入場時に行う
安全教育において、現場の
注意点に加え、作業手順の
シミュレーション動画を作
成し、イメージしやすくし
た。

①新規入場者教育の充実

作業手順シミュレーション動画

教育終了後、ヘルメットに
貼付できるシールを配布し、
新規入場者をいち早く現場
全員でサポートする体制を
整えた。

新規入場者シール

安全な工事現場づくり！

誰でも初めての場所や経験のない仕事には戸惑いを感じますですが、文章や図面だけでなく、シミュレーション動画の活用や現場を見える化
することで、誰でもわかりやすく安全な現場づくりができました。また、日頃からコミュニケーションをとりあい、不安全行動を見かけた際にお互い
に「危ないよ」と声を掛けられる関係性を築くことで、現場一丸となって安全第一で作業を進めることができました。

やってみての効果

会社を問わず積極的にコミュニケーション！ 不安全行動をみたらすぐ声掛け！
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安全確認・指差し呼称の定着にむけて
～指差し呼称事例の掲示と実践場所の「見える化」～

事業者名：東亜建設工業株式会社
横浜支店川崎工事事務所

業界・業種：建設業
従業員規模：20人
地域：関東/神奈川

災害の発生において、その原因の8割を占めると言われるヒューマンエラーを効果的に減少させる「指差し呼称」についての安全教育を行っていましたが、
後のヒアリングで「どうやったらよいか分からない」「どの場面でやればいいのか？」「つい忘れてしまう」というような声がありました。作業員の方々は
「指差し呼称」の重要性は理解しているが、そういった理由で実践していない事も多いという状況があり、「指差し呼称」の定着に向けそれぞれの作業場所
に合わせたマニュアルや実践する場所の「見える化」をすれば効果があるのでは？という考えから行ったものです。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果

実践例の掲示と実践場所を「見える化」した事により、数値化はできないが道路
横断時など「指差し呼称」の実践が増えていることを実感できた。

また、作業員から自然と目に入るので実践しやすくなったという声も多かった。

変化する作業状況のなかで各々が自発的に「指差し呼称」を実践できる
ように今後もアイデアを出し合い実行し、ヒューマンエラーによる災害
ゼロを継続していくことを目標としています。

①周知教育の実施
毎日目に入る場所に実践例を掲示
・安全朝礼場所の掲示板
・現場休憩所 など複数掲示

②作業場所への掲示 ③実践場所の「見える化」

今後の目標

現場内の他と色違いのカラーコーンおよ
び文字にて実践場所の「見える化」

各作業場所における実践例を
使用した周知教育の実施
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オリジナルポスターで
安全意識向上！

グーパー運動

事業者名：菱和建設株式会社
業界・業種：総合建設業
従業員規模：１００人
地域：東北/岩手県

背景（課題・ニーズ）

2022年に労働災害が発生。社内や各現場事務所の目に見える位置にポスターを掲示し、日常的に安全意識を高めるため

オリジナルのポスターを作成し掲示した。

全現場、全事業所に掲示。安全意識の向上により、労働災害ゼロ
1000日を達成。継続した安全活動をおこなっていきたい。

年に２回のデザイン変更により

恒常化を防止。

ポスター例

新ヒヤリハット報告

エイジフレンドリー

声掛けヨシ！運動

掲示の様子

イメージキャラクター

りょーわん
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危険感受性向上
危険体感VRトレーニングの取り組み

事業者名：栗田工業株式会社
業界・業種：建設業（水処理装置/薬品）
従業員規模：約8,000人（連結）
地域：東京都

クリタグループは、2020年以降、労働災害が増加し、
特に経験の浅い従業員の被災が多いという課題に直面。

背景（課題・ニーズ）

VR体感トレーニング
・クリタGr及び各拠点での安全大会 ・新入社員研修 ・フルハーネス特別教育
・国内外の事業所でのVR体験キャラバン ・プラント建設現場事務所

VRコンテンツ（一例）

・仮設足場,開口部,脚立からの墜落/転落 ・感電 ・回転体への挟まれ/巻き込まれ ・吊荷の飛来落下

2024年度に始まったこのプログラムは、半年間で
約300人の受講者を迎えました。受講者からの
フィードバックによると、96%がトレーニングを受
けたことで危険感受性が「非常に高まった」または
「ある程度高まった」と回答しており、「実際の労
働災害を経験することなく現場の危険性を体感でき
た」との声も寄せられています。これは社員の危険
感受性向上、安全意識向上へのきっかけとなってい
ます。

今後は、より記憶に残る体験機会となるような工夫
を重ね、関係者全員の安全意識向上により労災ゼロ
を目指します。

栗田工業での体感の様子 海外グループ会社での体感の様
子

現場事務所での体感の様子

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に高まった ある程度高まった

やってみての効果取り組んだプロジェクト内容

クリタグループではこの問題に対応するため、VRによる安全体感を導入。
この取り組みにより、従業員は経験不足を補い、危険感受性の向上と安全意識を
高めることができます。また、このVR体験を国内外のグループ従業員やパートナー
企業に広めることで、各拠点での自律的な安全意識向上の促進を目的としています。

目的
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マネキン展示による

正しい保護具着用の啓蒙活動

事業者名：栗田工業株式会社
業界・業種：建設業（水処理装置/薬品）
従業員規模：約8,000人（連結）
地域：東京都

• 当グループでは薬品を使用する作業が多く存在していることから、薬傷災害が毎年発生しており、その防止が課題

• 薬傷災害の原因の1つは「個人用保護具を正しく着用できていない」

• 毎日同じ薬品を取り扱う作業を続けていると、次第に慣れが生じて薬品の危険性に対する意識が薄れ、
規則を守る意識が低下してしまいがち

背景（課題・ニーズ）

薬品から身を守る『最後の砦』である個人用保護具の
正しい着用方法・ルールを、マネキンを使用して啓蒙
活動し、作業者の危険感受性を向上させる

目的

取り組んだプロジェクト内容
共通スローガン

『マネキンを観て真似て 我が振り直そう 保護具の着
用』週ごとにテーマを設け、薬品取扱者に似せた保護具着用の“まちがいさがし”マネキンを展示

第一週 第二週 第三週
事業所で見かけるちょっと違う事例

～ぱっと見よいけど、なんか変だよ？展示～
ルール違反？怪我する事例

～危ないよ！すぐに直そう間違い探し！展示～
事業所の模範！皆で真似しよう正しい事例
～素敵だね！見習って真似てみよっ、展示～

一見正しい保護具を着用しているように見えるが、
着用方法に間違いがある例を展示。
「フェイスシールドの顎ひもを締めない」などの
間違いが3つ用意されている。

正しい保護具を着用していない例を展示。
本来つけるべきであるフェイスシールドや防毒マスクを
着用していないなど、同じく間違いが3つ用意されてい
る。

正しい保護具着用例を展示。
第一、二週で間違った保護具、着用方法に対して、本来
の正しい姿を最後に確認できる『まとめ』となっている。

やってみての効果

まちがいさがし体験者の声
• 展示を見た作業者が実作業に照らし合わせ、自分事のように捉えることができた
• 写真の掲示物よりも目に入りやすく、職場全体で話題となり同僚同士での声掛けのきっかけとなった
• 作業未熟練者にもイメージしやすく、保護具着用の正しいルールを「楽しみながら学ぶ」ことができた
• 来訪者に「マネキンと同じ格好ですね！」と声をかけられ、普段作業をしていない人にも正しいルールを理解してもらえた
• 第二週の間違った保護具の着装状態を見て「ゾッとした」・・・・危険感受性の向上に寄与

事業所毎の作業特性・ルールを反映し、
グループ会社 他3事業所でも順次展開中

※2024年10月末時点
6事業所中3事業所に展開済み

今後の予定
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タイトル：応募事例のタイトル（40字程度）をご
記載ください
（例）〇〇監修、オリジナル腰痛予防体操

＜応募事例資料作成要件＞

１．応募事例の詳細を文章でご記載ください。

課題やニーズなど取組に至った背景、取組内容の詳細、アピールしたい点（どのような効果があったか等） 、
今後の目標や展望について、ご記載ください。

２．応募事例に関するイラストや写真を掲載ください。

イラスト・写真を含めファイル全体の容量は５MB以内となるようご調整ください。

◎文字数やイラスト・写真の枚数については、１ページに収まる分量であれば制限はありません。
◎１応募事例に対し、１ページ作成をお願いいたします。
◎文章とイラスト、写真の配置について指定はありません。ご自由にレイアウトいただいて差し支えありません。

注）アワードにご応募いただいた事例は、後日事例集として編さんし、公表させていただきます（編さんするに当たり、
事務局で体裁等を整えさせていただく場合がございます ※内容は変更しません。）

事業者名：東芝インフラシステムズ（株）
         社会システム事業部

業界・業種：建設業
従業員規模：約2,000人
地 域：全国（東北）

東芝インフラシステムズ株式会社 社会システム事業部
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タイトル：応募事例のタイトル（40字程度）をご
記載ください
（例）〇〇監修、オリジナル腰痛予防体操

＜応募事例資料作成要件＞

１．応募事例の詳細を文章でご記載ください。

課題やニーズなど取組に至った背景、取組内容の詳細、アピールしたい点（どのような効果があったか等） 、
今後の目標や展望について、ご記載ください。

２．応募事例に関するイラストや写真を掲載ください。

イラスト・写真を含めファイル全体の容量は５MB以内となるようご調整ください。

◎文字数やイラスト・写真の枚数については、１ページに収まる分量であれば制限はありません。
◎１応募事例に対し、１ページ作成をお願いいたします。
◎文章とイラスト、写真の配置について指定はありません。ご自由にレイアウトいただいて差し支えありません。

注）アワードにご応募いただいた事例は、後日事例集として編さんし、公表させていただきます（編さんするに当たり、
事務局で体裁等を整えさせていただく場合がございます ※内容は変更しません。）

事業者名：東芝インフラシステムズ（株）
         社会システム事業部

業界・業種：建設業
従業員規模：約2,000人
地 域：全国（東北）

東芝インフラシステムズ株式会社 社会システム事業部
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安全カレンダーの作成・掲示による
安全意識の高揚

事業者名：東芝インフラシステムズ（株）
         社会システム事業部

業界・業種：建設業
従業員規模：約2,000人
地 域：関東ブロック

現場では、忘れた頃に類似災害が発生している。
継続的に安全意識の維持向上を図りたい。

背景（課題・ニーズ）

やってみての効果

配布先を対象にアンケートを実施したところ、ほとんどの方が「安全（意識高揚）に役立ちそう」「この取り組
みを続けてもらいたい」との意見をいただいた。また、使用後のイラスト部分を現場に掲示し、注意標示として
使用する例もあった。

取り組んだプロジェクト内容

重点実施事項にかかわるイラストを日々目にするカレンダーに掲載。
安全意識の維持・高揚を図る。

目的

弊社建設部門では毎月重点実施事項を定め
現場の安全管理に活かしている。各月の重
点実施事項にそった安全スローガンを社員
から募集し、それに関するイラストを建設
部門イメージキャラクターを使用して作成、
日々目にするカレンダー（Ａ２サイズおよ
びＡ５卓上版）に掲載し、国内外の建設現
場作業所や協力会社に配付。安全意識の維
持・高揚につなげる。

Ａ２壁掛け版 壁掛け版と卓上版（国内用）Ａ５卓上版（英語版）
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【安全な職場づくり部門】

課題・背景

当社はこの５年間で社員数は８５名から１６２名へと1.９倍に倍増し、急成長を遂げている塗装会社です。今年度４月にSAFE₋Ⅽに加入させ
ていただき、まだ見よう見まねで活動しているところです。どんな活動をしたらいいのか？がまだ見えていない状況です。

取組んだ運動

SAFE-Cの活動として「まねる」から「まなぶ」を合言葉に安全活動を進めることしました。そこで、小さな気づきを報告してもらうために
報告フォーマットを作成し水平展開しました。

SAFE-C導入の第一歩として

「まねる」から「まなぶ」で
安全の「見える化」を推進

ヤマダインフラテクノス㈱

事業所名：技術開発部
業界・業種：建設業
従業員規模：約１６０名
地域：中部/愛知県

SAFE-C活動報告フォーマット安全の「見える化」

今後の展開と展望

❶まだ報告数も少ないため「まねる」から「まなぶ」を定着させていきます。

❷他職場の改善報告が見える活動を進めます。

❸改善の「水平展開」を目指します。

【展望】その結果小さな気がかりを黙認しない安全職場を実現させていきます。

ヤマダインフラテクノス㈱

課題： 「足場階段で足が滑る転倒災害を撲滅」 実施期間： ４/10～６/10 現場名：〇〇橋りょう現場

きっかけ：〇/〇　ヒヤリハット・気がかり・ケガ・赤ちん・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

P:

D:

A:

C:

結果回覧

支店責任者 現場代理人 主任技術者 担当者 協力会社 協力会社

山田 伊藤 佐藤 岸 井上 後藤：登録時記入

対策の検証：６/10

・メンバー全員で導入品を扱い、効果を確認した。➡泥落としマッ

トの場合、そのまま歩くだけで踏んで立ち入る事が多く機能を発揮

しない。ハードブラシの場合靴底を擦って立ち入る。

・他現場に水平展開を行った。

対策の検討：４/20

・SAFE₋Ⅽの類似事例から●●建設の対策をベースに自社に合う対

策を検討した。

対策の実施：５/10

・足場の階段下に網目の泥落としマットを設置した。また、靴底

ハードブラシの使用検討も行った。

再発防止の歯止（ルール化）：〇/〇

SAFE-C　現場改善シート【 安全の「見える化」】

現状：雨天時に新入社員のAさんが足場の階段で泥の付いた安全靴

で踏板に足を掛けたときに滑って転倒しそうになった。

                            　　　　　　　　　発生日：2024.04.10

原因の想定：泥の付いた安全靴＆つま先で足を掛けた

ケガの想定：転倒し足を骨折する可能性があった。

改善写真5/10

類似の体験等：作業員の〇〇さんが荷物を両手に持って移動中足が

滑って転倒した。

現状写真４/10
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安全標識を自ら考え作成する風土づくり
～ 全員で「見える化」を考える ～

事業者名：株式会社
業界・業種：建設業
従業員規模：110名
地域：新潟県

安全な職場づくり

①「しばけん君」を標識制作用テンプレートに採用!

この場所の危険を知らせるには、

どんな風に「見える化」すればいいかな…

安全管理者監修のもと、安全標識を制作するためのキャラクター

画像素材や標識テンプレートを配布し、工事担当職員がいつでも
必要に応じて自主的に安全標識を制作できるようにした。

また、社員同士の相互活用を促進するため、社内 IT基盤を活用し
て安全標識を共有するポータルサイトも構築。

背景（課題・ニーズ）

得られた効果

取り組んだプロジェクト内容

主たる効果 ①工事担当職員が安全標識を自主的に制作し共有することで「見える化」を お互いに工夫

しあう習慣が形成された

副次的効果 ②企業キャラクターが記載された標識で注意喚起を行うことにより、誰が誰に対して注意を

促しているのか伝わりやすい効果を生んだ ⇒導入前に比較し転倒や挟まれなどの災害が減少

“危険に気づかず被災してしまう” 転倒や挟まれなどの災害を防止するため「見える化」の工夫を進めたいが

既存の標識に無いものは自主的に作成するほかなく、 ゼロから作ることへのハードルがあった。

②より具体的に伝えるための標識づくり

テンプレートがあることにより、工事担当者が

必要に応じて注意事項を容易に標識として作成す
る環境が出来てきた。

しばけん君Ⓡ

同時期、

企業キャラクター「しばけん君」が
新入社員のデザインにより誕生

しばけん君＝”注意を促すアイコン”
として周知することで、

統一感とメッセージの明確化を促進
し伝える効果を高める

自作標識

テンプレートの例
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今後も「見える化」に特化した現場づくりを目
指したい。

トンネル掘削作業時の立入禁止エリアをその都度、カラーチェーンやカラーコーンで区別していたが、移動の手間、また設置忘れなど
がみられた。

トンネル工事現場における立入禁止エリアの明示
(LED光線照射を活用した見える化)

事業者名：寿建設株式会社
業界・業種：建設業
従業員規模：96人
地域：東北/福島県

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果 今後の目標や展望

カラーコーンの設置手間がなくなり常に立入禁止エリアが見えることで働く人に
も危険個所の意識付けができた。
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今後も安全を具現化した取り組みを推進して
いきます。

重機を使用して大型ブロックの積込などをしている際に、大型ブロックは重量物なので作業中に大型ブロックが落下するリスクがあ
り、重機オペレーターと合図者の間には意思疎通があり作業状況がわかっているが、周囲で他の作業をしている作業者は作業状況が
分からないので、万一落下等があった場合に危険回避行動の遅れが危惧された。

事業者名：寿建設株式会社
業界・業種：建設業
従業員規模：96人
地域：東北/福島県

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果 今後の目標や展望

作業場所付近で他の作業をしている作業者にも危険作業の情報が常に聞こえて
いるので安心して作業が出来るようになった。

重機OP

合図者

拡声スピーカー設
置

拡声スピーカー

作業場所に拡声スピーカーを設置し、重機オペレーターと合図者の会話が拡声
スピーカーを通して作業場全体に放送され、現場にいる誰もが作業の状況をリ
アルタイムで把握できるようにした。

作業中の合図や指示の音声を拡声器で作業場全体に共有
(情報の共有によるリスク回避)
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今後も「昔から当たり前」に疑問を持って改善
していきます。

トンネル工事のコンクリート積替え作業時に、アジテーター(生コンクリートを撹拌する機械)の上部に上がる必要があり、転落防止用
のセーフティブロックは毎回使用していたが、根本的な改善対策は無いか検討していた。

機械設備の改良で高所からの転落防止
(既成概念からの発想の転換)

事業者名：寿建設株式会社
業界・業種：建設業
従業員規模：96人
地域：東北/福島県

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果 今後の目標や展望

アジテーターに昇らずに、本体の側面から作業が出来るようになったので、転落
リスクは解消された。

作業上、アジテーター上
で作業する必要があり転
落リスクがあった。

側面に「折り
たたみ式足
場」を作成し
設置した。

安全に足場している使用状況
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事業者名：設楽ダム5号橋作業所
業界・業種：建設業
従業員規模：40名
地域：中部/愛知県

熱中症を予防するための見える化
～作業環境の把握と改善～

背景（課題・ニーズ）

昨今の異常気象により、作業場所の外気温は連日30℃以上であり、建設業にとっては熱中症をいかに防ぐかが毎夏の課題 である。

本工事は橋脚高さが非常に高い(70m) 橋梁上部工事である。作業場所から地上に設置した休憩所までは10分程度の時間を有すること、技能実習生も
多いことから、「誰でも、すぐに休憩できる設備」を整備することが熱中症を防ぐためには重要と考える。

【安全な職場づくり部門】

取り組んだプロジェクト内容

①作業環境の把握と周知

作業場所の
WBGT値を常
時測定すると
ともに、31℃
を超える場合
は、自動メー
ル配信により
環境を把握。
その後、ネッ
トワークス
ピーカーにて
作業員に直接
休憩の指示を
し、ネット
ワークカメラ
で休憩の実施
状況を確認。

②誰でも休憩できる設備

誰もが気軽
に休憩でき
るように、
ベンチ、ス
ポットクー
ラー、扇風
機、ウォー
ターサー
バー、熱中
飴等を常備
し、誰もが
気軽に水
分・塩分補
給、休憩が
できるよう
に作業環境
を整備。

やってみての効果

今夏のWBGT値の測定結果

（R6.6～R6.9）は以下の通り。

WBGT値28℃以上・・・65日

（65日/122日 = 53%）

WBGT値31℃以上・・・18日

（18日/122日 = 15%）

作業環境を確実に把握し、必要なタイ
ミングで休憩を促し、水分・塩分補給
等、休憩の状況を確認することで、熱
中症の発生ゼロを達成できた。

今後の目標や展望

今夏の熱中症の発生ゼロは達成できた
が、来夏も同じ現場で迎える。熱中症
に限らず、「状況に応じた最適な安全
対策を考案→実施→確認→改善」し、

全工期内の無事故・無災害を達成する。
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ゼロ災の日
事業者名：東野建設工業株式会社
業界・業種：建設業
従業員規模：約40名
地域：岩手県、宮城県

建設業における安全は、何よりも優先されるものだからこそ、その取り組みには天井がない。それ故に、取り組み自体が停滞
し、単調になってしまう。そこで安全意識向上のため、月に一回、全社員が集う会議の日を「ゼロ災の日」として制定した。
この日は各現場が「見える化」の活動を行う。その活動内容は、社内掲示板(インターネット)で、全社員に共有される。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

忘れないように社内掲示板(インター
ネット)で呼びかけ！！

やってみての効果

「ゼロ災の日」に行う「見える化」活動を全社に共有することで、良い事例を学び、各現場で活かされている。安全な活動が積
み重なることで、安全意識が刺激され、安全への取り組みの単調さが取り除かれている。

①手や足を掛ける所に
赤マーク表示

②重機の作業半径表示

③ダンプに積載ライン表示
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見える化の共有
事業者名：東野建設工業株式会社
業界・業種：建設業
従業員規模：約40名
地域：岩手県、宮城県

建設業は、「安全第一」のもと現場運営をしている。しかし各現場が離れており、安全に対する取り組みが実施されているか
どうかが掴みにくい。また、現場同士で良い事例を共有しにくい。そこで、毎週、ある課題に対しての取組みを、社内掲示板
(インターネット)で共有・把握を行っている。なお社内掲示板(インターネット)は、毎日、現場状況報告をする場でもあるの
で、全社員が欠かさずチェックする環境である。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

各現場に対して、「お題」
を提示。

今回は安全掲示板！不備が
ないか全社で確認！

やってみての効果

お題(課題に対しての取組み)は、現場の他にも現場事務所や車両に至るまでの5S(整理・整頓・清掃・清潔・躾)に関わるもの
から、現場の安全に関わるものまで。全社員の目に入るので、安全意識の向上につながった。

製造業、建設業、運輸業等×安全な職場づくり部門
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１．背景
災害・事故防止、安全運転の向上、現場の意識向上と作業品質の向上、社員の健康促進のため

２．取組内容
安全衛生委員会を毎月1回開催し、災害・事故事例を共有し、再発防止を図っている
現場での事故を防ぐためにVR災害体感装置を導入し、社内で教育を実施 また、取引先にもVR装置を使用してもらい、
安全意識向上に努めていく
全ての社有車にドライブレコーダーを搭載し、スピート超過やアルコールチェック未実施などを確認し、
道路交通法の順守に努めている
社員が受診する健康診断だけではなく、必要なオプションを会社負担で実施し、管理職は人間ドックを受診し、
健康管理の促進を行っている
自社のアスベスト対策工事の施工担当者と、取引先にも参加を募り、防塵マスクの正しい使い方講習を行い、
安全意識の向上に努めている

３．効果
全社員の安全意識、法令順守、健康管理の意識が高まった

事業者名：株式会社東北ターボ工業
業界・業種：建設業・産廃処理
従業員規模：80名
地域：東北/岩手県

社員が安心して働ける職場づくり
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当社は主に道路工事を請け負う施工業者であり、作業に合わせた下請業者を取り纏め、施工体制を編制し全国で施工管理を行っている。

昨今の時代の変遷による新しい法規制の制定や、既存の法規制の更新に企業としても素早く柔軟に対応することが求められている。

それに加え、道路工事特有の作業環境の狭さや昼間・夜間施工といった環境下において、労働者を守る為の安全管理が施工管理者として最優先業務となる。

安全なインフラ整備を追求
事業者名 ：大有建設株式会
社
業界・業種：建設業・製造業
従業員規模：400人
地 域 ：全国

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果

法規制の制定・更新に対して、当社及び下請業者と一丸となって対応し、最新
技術を活用することで、様々な作業環境にも適応が可能となった。

その結果、公衆災害を含んだ労働災害は発生せず、現場に携わる全ての人と
その家族へも安全と安心を提供できた。

今後の課題

「いま」という現在は未来への通過点であり、無事故・無災害は終わりの無い
長期的目標となる。それ故、施工管理者として、企業として常に新しい課題の
収集に努め、その対応・対策を熟考し、当社を取り巻く全てと共にゼロ災を継
続していくことが必要である。

推奨される３点支持の手すり付き
昇降設備の現場配置

下請業者を集めた、自社講師による
テールゲートリフター係る特別教育開催

ICT技術を活用した
道路規制を伴わない3D測量業務

道路上の１車線内作業で発生する躓き
事故対策としてコードレス機材の使用

重機と人の分離を見える化し、
夜間施工を逆手に取った安全管理

労働安全衛生規則の一部改正に対応 最新技術の活用 頻発事故への対策 夜間現場への適応
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高速道路の規制内の安全確保
事業者名 ：大有建設株式会
社
業界・業種：建設業・製造業
従業員規模：400人
地 域 ：愛知他

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果

LEDテープライトによる
施工箇所の視認性確保

施工機械の直近で出入りを
周知する看板の設置

緊急時は監視員が誘導棒の緊急ボタンを
押すと全誘導員に警報が鳴り、
作業員に伝えるようになっている

本工事では高速道路の舗装補修工事を行いました。供用車線を通過する一般車両は時速70㎞/ｈ以上で走行するため規制内への誤進入や規制突
入事故は被害が大きな事故につながります。
そこで、第3者への注意喚起と作業員への周知方法をについて対策を行い、事故防止の取り組みに努めてきました。

規制テーパー部にオリジナルバルーンの設
置

車線規制材の視認性確保

第3者からの視認性を確保することで注意喚起に繋がり施工箇所付近では走行速度を落としてくれる車両などもあり、リスクの低減ができた。また、
同時に作業箇所の照度の確保もでき、夜間作業時のリスク低減にもつながった。緊急時ボタン等の緊急対策は実際には使用する機会はなかったが、朝
礼時などで定期的に緊急時の対応を周知することで安全意識の向上が図れたと感じている。

～第3者から作業員を守るために～
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～安全な作業環境の確保～
安全対策の『多重化』によりヒューマンエラー防止を図る

１．重機の稼働範囲内における作業者の接触・挟まれ事故防止の為、立入禁止措置と緊急停止装置の2重対策
を設け、事故防止効果の向上を図った
【背景】
建設機械が作業をしている周辺においては、機械操作者からの死角や急な方向転換(旋回)があり危ない！！
建設業に従事する者でなくともわかりそうなことであり、このことを全く知らずに建設現場に従事している者はほとんどいないだろう、しかしながら重機が稼働して
いる範囲内での接触事故や挟まれ事故は毎年のように発生している。
なぜだろうと考えると、その要因の一つにはヒューマンエラーによるものがある。
『考え事をしていた、作業範囲内だと気づかなかった、重機からは十分離れているつもりだった』などの原因を作り出す要素は《忙しさや経験不足、目測誤り》など
があり、複数の人間が作業する以上、全てを取り除くというのは難しいと言える。
では、ヒューマンエラーによる事故は防ぐことができないのか？そんなことは無い、人間が間違えてしまう部分、気づけない部分は機械的に補ってあげれば良い、そ
う考え、本対策の導入に至った。

２．実施写真

事業者名：大有建設株式会社
業界・業種：建設業・製造業
従業員規模：400人
地域：愛知他

対策① 作業範囲内への立入禁止措置
作業箇所を物理的に封鎖することで気づか
ず
立入ってしまうヒューマンエラーを防止

対策② 緊急停止装置付建設機械の活用
作業半径内に写真タグを携帯した作業員が侵入する
と
機械が検知、自動的に操作を停止する為、目測不足
による機械離隔不足のヒューマンエラーを防止

赤色回転灯点灯中は検知中、
操作機能を停止

3．やってみての効果
建設機械と作業員の接触に関わるヒヤリハット報
告が、導入前と比べ圧倒的に減っており、ヒュー
マンエラーによる事故発生リスク低減効果がある
と感じている
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建設機械による労働災害をなくすために
私たちに何ができるか

１．建設機械による災害を防ぐため、死角の多い大型建設機械について作業者接近監視装置を使用し、機械と
作業員のはさまれ・巻込まれ事故防止の向上を図った
背景【課題・ニーズ】
建設機械の事故発生状況として上位に来るのが、はさまれ・巻込まれ事故である。左記の事故が発生してしまうと怪我で

は済まないことが多く被災者の未来を奪ってしまうことが多くなる傾向がある。事故発生の原因として考えられるのは慣れ
からくる油断、工事進捗による焦りが要因として挙げられる。作業員・オペレータも一人の人間であるため、すべてを完璧
に安全対策をするのは不可能であるため、AI機能等の技術を用いて人間では配慮しきれない部分を補ってもらい、重大事故
を防止するため下記の対策を行った。

２．建設機械事故防止対策実施写真 ３.やってみての効果

事業者名：大有建設株式会社
業界・業種：建設業・製造業
従業員規模：400人
地域：愛知県他

重機取付型セーフティカメラシステム使用
作業員の接近をAI機能による映像とアラート音で注意喚起
を行う

作業員接近感知装置使用
ICタグを所持した作業員の接近をアラート音・警告灯で
注意喚起を行う

今回対策を実施し、約4か
月間の大型建設機械を用い
ての工事を行っていたが、
無事故・無災害で工事を終
えることが出来た。オペ
レータにも感想を聞いてみ
たが特にAI感知による映像
確認は非常にわかりやすく
好評であった。
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～安全な現場環境の構築～
現場内の接触事故に繋がる事項を見える化して安全を守る！

昨今現場では外国人労働者も増えているため、視覚化することで言葉の壁を越えて事故を防ぐ
1．機械の作業範囲を見える化して、注意喚起を図る
2．オペレータが目視確認できない死角を、映像化と音響化により無くす

稼働範囲の見える化により、重機と人との接触範囲
への立ち入り機会が少なった

事業者名 ：大有建設株式会社
業界・業種 ：建設業・製造業
従業員規模 ：400人
地域 ：愛知他

①
機械稼働範囲の見える化

死角の見える化・

１．安全装置機器を活用して、機械と作業員の接触事故防止を図る

2．やってみての成果 2．やってみての成果

新技術の安全機器を情報収集をしどんどん取り入
れ「ゼロ災」活動を継続していきます
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藤原工業の『たてもの』づくり
基礎は『安全な身体』づくり

事業者名：藤原工業株式会社
業界・業種：建築設備業
従業員規模：28人
地域：三重県四日市市

当社では、現場においてヒヤリハット事例を収集し蓄積しているが、昨年は「不注意やうっかり」「睡眠不足によるストレス」

といったメンタルヘルスを含めた不注意災害についてのものが多くあった。また、自分の健康状態を客観的に知る機会がなかな
かないという背景があり、安全管理の第一歩は健康管理からということを理解しているが実践するハードルが高いという課題が
あった。また、当社の従業員だけでなく協力会社も巻き込んだ取り組みが必要だという意見があがった。

背景（課題・ニーズ）

肌年齢・血圧・腹囲

ストレスチェック測定会実施

自分の睡眠時間や心身の健康について

見つめなおす講義を受講

現場の安全管理

を強化

当社の協力会社を含めて約130名が参加する安全大会にて、ストレスチェック装置・肌年齢計測器・血圧計やメタボメジャーを
使って、一人ひとりの数値を測定する機会を設けた。楽しみながらお互いにヘルスチェックすることによって、普段の健康習慣
を共有しながら交流を深めるだけでなく「どんな時にミスをしやすいか」「メンタルが安全管理に与える影響」などについて、
協力会社の職人なども含めてコミュニケーションをとることができた。また、このヘルスチェックをきっかけにお互いの健康に
ついて気遣いあい・声を掛け合いながら仕事を進めるだけでなく、乳酸菌飲料のヤクルトを飲んで睡眠の質を高めるなどの健康
意識を高めることができた。「安全をすべてに優先する」という当社方針のなかで、心身の健康は安全への第一歩であるという
考えに基づき、今後も楽しく「安全な身体づくり」をしながら「安全なたてものづくり」をしていきたいと考えている。

プロジェクト内容とその効果
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タイトル：応募事例のタイトル（40字程度）をご
記載ください
（例）〇〇監修、オリジナル腰痛予防体操

＜応募事例資料作成要件＞

１．応募事例の詳細を文章でご記載ください。

課題やニーズなど取組に至った背景、取組内容の詳細、アピールしたい点（どのような効果があったか等） 、
今後の目標や展望について、ご記載ください。

２．応募事例に関するイラストや写真を掲載ください。

イラスト・写真を含めファイル全体の容量は５MB以内となるようご調整ください。

◎文字数やイラスト・写真の枚数については、１ページに収まる分量であれば制限はありません。
◎１応募事例に対し、１ページ作成をお願いいたします。
◎文章とイラスト、写真の配置について指定はありません。ご自由にレイアウトいただいて差し支えありません。

注）アワードにご応募いただいた事例は、後日事例集として編さんし、公表させていただきます（編さんするに当たり、
事務局で体裁等を整えさせていただく場合がございます ※内容は変更しません。）

事業者名：東芝インフラシステムズ（株）
         社会システム事業部

業界・業種：建設業
従業員規模：約2,000人
地 域：全国（東北）

東芝インフラシステムズ株式会社 社会システム事業部

製造業、建設業、運輸業等×エイジフレンドリー部門
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ポイント

ゴールド賞



無人搬送車やからくり改善による
重筋作業レス取組みで

誰でも働ける職場づくり

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果 今後の展望

当事業場では、近年 高齢の方や女性の従業員の方が増えており、また2024年4月より、全社での定年延長（65歳引き上げ）に伴い、
今後も従業員の高齢化が予想されます。生産ラインで年齢･性別に関係なく、働く全ての従業員が「安全に､正確に､楽に」作業
ができる環境づくりを実現するため、重労働を無くし、更に良くする観点で「腰の曲げ伸ばしの繰り返し･持ちにくい」など、
些細なことでも良くしていこうといった改善文化で、女性や高齢の方にも優しい職場であり、結果的に誰もが働きやすい職場
づくりに努めています。（ベテラン層の活躍、女性活躍推進にも寄与）

事業者名：ダイキン工業株式会社 堺製作所
業界・業種：製造業
従業員規模：約2,200人
地域：関西/大阪

事例①：無人搬送車(AGV)導入による重筋作業レス 事例②：からくりを用いた重筋作業レ
ス

事例③：空気圧を用いた重筋作業レ
ス

人で行っていた作業の一部を電動化･簡易化（ロボット･設備･コンベア等）に置き換
え、知恵と工夫を出し合い、低コストでスピードある改善（全て内作）を実
行することで、作業者からは「楽に安全に作業ができる」と実感の声が多い。

重筋作業改善をきっかけにして、年齢･性別
にかかわらず「誰もが安全に､正確に､楽に」
働ける職場づくりを目指す。

シルバー賞
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シニア労働者が安全に働くことができるよう、「からくり」など工夫を凝らした様々な方法によって作業環境
を改善する取組です。

ポイント



「みんなで参加しよう体力測定会」
~運動不足の解消・運動の習慣化でエイジフレンドリーな職場づくりとゼロ災へ～

【測定項目】①片足立ち上がり②10回座位立ち上がり
③座位ステッピング④閉眼片足⑤立位体前屈⑥握力

安全衛生委員へ実施目的や労災対策の必要性を教育し、
4者協力による実施で交替勤務参加者(0人⇒４９人)の参加率増加を果たし、また転倒リスクの高さを川崎事業所の課題として浮き彫りにできた。体力測定会を通じて、約
半数の社員に対し運動不足解消と運動習慣化のきっかけとなる機会を提供できた。対面・対話の場にもなり、職場内コミュニケーションの良い機会にもなった。

事業者名：花王㈱ 川崎工場
業界・業種：製造業
従業員規模：約300名
地域：関東/神奈川県

背景（課題・ニーズ）

【背景】当事業所の健康課題は全社員の生活型災害予防(ゼロ災害) の維持・強化であり、BMI25以上率の改善、ほとんど運動しない率の改善
を目指し､若いうちから運動を習慣化することに着目した。以前から健康相談室より健康づくりイベント(運動教室・体力測定)を提供してきた
が、興味のある社員だけが参加する傾向にあった。本来、全社員自らが体力を把握し､若いうちから健康改善意識を高め、健康を維持・増進し
働けることが大切であり(社員のヘルスリテラシー向上)、全職場の安全衛生委員・環境安全グループ・人事総務グループ・健康相談室（産業
医・看護職）の4者で連携・協働し健康課題改善、ゼロ災達成に向けて取り組み始めた。 4者の協力体制が当事業所の強みである。

取り組んだプロジェクト内容 ①安全衛生委員への説明会 ②第1回体力測定会
③測定結果返却と結果報告

及び各自で個別運動の実施

④第２回体力測定会の実

施及び効果検証
＜特に意識した点＞

各職場の安全衛生委員を中心に実施
楽しく＋簡単に＋自分自身で測定
●交替勤務者が約 100名（全体の1/3）の事
業所であり健康づくりイベントに参加しづら
い状況だが、各職場の安全衛生委員からも働
きかけ全員参加目標として実施。

●各職場の安全衛生委員へ順番に体力測定機
器セット(おかえりブロックで作った台)を貸し出
し夜勤時でも実施しやすい環境を整備・提供

●簡単･短時間かつ効果がわかりやすい6項目
で体力測定を実施（所要時間１０分程度)し、
毎年継続していく。

●産業医から（４月）
安全衛生委員会にて講話
｢安全衛生委員会及び安全衛
生委員の役割｣
●体力測定会事前勉強会(6

月)

中心となる安全衛生委員へ
の教育および意見交換
・｢体力測定会の目的｣
・｢労災対策の必要性」

●職場上司への協力要請
（6月）

●おかえりブロックで台を作
成

体力測定機器セットを巡回
●第1回体力測定会実施

(7/18～8/20）
・女性が参加しやすいよう

女性の会(かわさきハミング

ルーム）で測定会を実施。
・測定結果はFORMS回答
・和気あいあいとした雰囲気
で

職場のコミュニケーション
向上

※かわさきハミングルームとは
月1回、対象者を女性社員に限定して昼休み
を利用し自由参加のコミュニケーション活

動
の場として毎月のテーマを決めて開催。
2023年から活動。

●各個人へ結果返却
安全衛生委員から返却
(9月）

●安全衛生委員会で結果
報告の実施(10月）

・参加者
第1回体力測定会150名
うち交替参加者：49名

●分析結果
・転倒リスク：45％
・腰の違和感あり：
58.3％

●参加率が少ない職場を
優先職場として体力測定
機器セットを貸し出し
安全衛生委員に周知
職場上司にも協力要請
(10月、11月）

●第2回体力測定会開始
(11/18～12/20）

・前回との結果比較表を作
成
・2回実施の結果報告を分析

(2025年1月）
・次年度も継続実施する改
善

ポイントを検討
全員参加に向けた検討

・健診問診結果との突合
効果

楽しく＋簡単に＋自分自身で体力測定

このブロックで台を作りまし
た

おかえりブロックとは、詰め替え用パックの再
利用で作られたブロックです

ブロンズ賞

製造業、建設業、運輸業等×エイジフレンドリー部門

116
働く方の転倒や腰痛の予防のため、社内の関係組織が連携して、各自が体力チェック等に意欲的に対策に取
り組めるような環境づくりを進めています

ポイント



全従業員による体力測定の実施
～健康で快適な職場づくりの推進と

一人ひとりの健康増進にむけた取組み～

背景（課題・ニーズ）

当事業場では、近年 従業員の高年齢層が増加傾向（40歳以上54%）にあり、また2024年4月より、全社での定年延長（65歳引き上げ）が
実施されました。一方、全国の中高年齢者の労災内容は「転倒」が最も多くなっている状況の中、当事業場では、働く全ての
従業員が、労働災害を発生させることなく、元気で健康に働き続けられるよう、毎年10月を衛生月間とし、体力測定を実施。
自身の体力や運動機能を認識し、今後の体力･健康づくりにつなげていただく機会として、定期で取組んでいます。

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果 その他の効果

体力測定を職場単位で実施することで、日常の
コミュニケーションUpにも寄与。また職場の測定
結果から、各職場では、健康増進に向けた自主的
な取組みも展開されている。(PDCAサイクルの確立）

毎年定期に実施している測定ではあるが、自身の体力年齢が年相応かどうかの判定
結果への関心度は高く、参加者からも運動等の必要性を考える良い機会となってい
るとの声が多数ある。また運動を習慣化している人の割合が、ここ数年増加してき
ており、事業場全体の健康意識の向上に寄与している。

１．体力測定の実施 ［実施期間：10月（1ヶ月）］
①下肢筋力（30秒座り立ち） ②敏捷性（座位ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ）

③バランス力（閉眼片足立ち） ④ロコモ度２STEPﾃｽﾄ（下肢筋力、柔軟性等）

２．体力測定後の対策メニューの紹介
①~④各々の強化を図るためのトレーニングメニューを紹介

３．体力測定結果からの職場単位での健康増進（運動等）に向けた取組み
例）朝のラジオ体操後の筋力トレーニング、部門ウォーキング活動の実施等

①30秒座り立
ち

②座位ｽﾃｯﾋﾟﾝ
ｸﾞ

③閉眼片足立
ち

④ロコモ度２STEPﾃｽﾄ

〈体力測定結果ｼｰﾄ〉

年相応かどうかを
結果シートで確認

結果からの職場独自取組み

事業者名：ダイキン工業株式会社 堺製作所
業界・業種：製造業
従業員規模：約2,200人
地域：関西/大阪

【体力測定実施事例】

製造業、建設業、運輸業等×エイジフレンドリー部門
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エイジフレンドリー対象者の体力
チェック簡素化と客観的把握について

事業者名：株式会社 LIXIL 有明工場
業界・業種：製造業
従業員規模：820名
地域：九州/熊本

背景（課題・ニーズ）

やってみての効果取り組んだプロジェクト内容

目的（狙い）

・エイジフレンドリー活動対象者(476名)の体力チェックを継続的に行うため
「転倒等リスク評価セルフチェック票」を活用するが、記入時間増と個人の
主観によるレーダーチャートのパターンにバラツキが懸念される

事業所と対象者双方が体力の状況を客観的に把握するとともに、
自らの身体機能の維持向上に取り組めるようセルフチェック票
記入時間の短縮と測定結果を客観的に分析する必要がある

「転倒等リスク評価セルフチェック票」への記入時間の短縮と対象者全
員の測定結果を客観的に分析するため、Excelシートにマクロを組み
データ集計の短縮と対象者全員の測定結果を客観的に分析する。

＊パソコンに直接入力すると自動集計・自動分
析を行い、対象者へメール送信

・パソコン上で自動集計・自動分析を行うことで、「転倒等リ
スク評価セルフチェック票」への手書き入力より約10分/人の
時間短縮が図れた。対象者：476名×10分＝79hr削減
・レーダーチャートのパターンを客観的に自動分析出来たこと
で、パターン分析を正確に行うことが出来、どの工程に転倒等
リスクが高い従業員が多いかを判断できる。

自動集計

自動分析

メール送信

パソコン
直接入力

有明工場 全体の分析結
果工場計 476
名

間接 25
名

材料 140
名

加工 311
名

製造業、建設業、運輸業等×エイジフレンドリー部門
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安全パトロール（声掛け巡回）
を活用した段差箇所の改善

【転倒事故撲滅】

事業者名：五十鈴関東株式会社
太田サービスセンター

業界・業種：専門商社（鉄鋼販売）
従業員規模：36名
地域：関東／群馬県

当社では、お客さまの要望する鋼板に仕上げる際、切断工程を伴います。工場にある設備には、設置上どうしても作業フロアとの段差が
伴うので、転倒事故を防止するためにアイデアを出し合い「ゼロ災」に取り組んでいます。また、少子高齢化や労働人口の減少が進むに
あたり雇用の幅も広げていかなればならないという問題意識のもと誰でも働ける職場づくりの推進として以下に取り組みました。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

若手社員・ベテラン社員
ペア安全パトロール

階段などは注意喚起
のための色分け

作業フロアの段差を
カバーを付けフラット化

やってみての効果

自分たちの職場の改善を自分たちでチェックし安全な職場に近づける改善につなげることで、メンバー達の
改善意識が芽生え始め、改善の声、改善実施が増え始めている。

※それぞれの多様な視点から危険源を発見し改善 躓きリスク０職場

製造業、建設業、運輸業等×エイジフレンドリー部門
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発掘現場での高齢者転倒防止対策

事業者名：大畑建設株式会社
業界・業種：建設業
従業員規模：155名
地域：中国/島根

当社の従業員構成は約４割が50歳以上となっており、つまづきによる転倒災害は２人に１人が60歳以上です。

発掘現場では、転倒のリスクが高い凹凸、開口部、傾斜がある中で、作業をしなくてはいけない。

そこで、高齢者を中心として作業員の転びにくい身体づくりを目指すことにしました！

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果

①「転倒等リスク評価セルフチェック」を実施！

発掘現場の全員に実施してもらい、結果に基づき転倒リスクがそれぞれの作業員の気づきとなり、転倒防止の意識を高めることができ、転倒災害
を含め労災０件でした。
高年齢者が増加している中、個人も企業も思った以上に身体機能が低下していることに気付けてなく、「リスクを可視化」する重要な取り組みが
できました。

②測定結果を個人にフィードバックし、自身の転倒リスクを知ってもらう

製造業、建設業、運輸業等×エイジフレンドリー部門
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 腰痛をはじめ、身体の悩みを抱えながら働く従業員が多く見られました。会社の役員としては、若手社員も高年齢社員も「より多くの従業員に長く健康的に働き続けて欲しい」という思いがありました。

 そこで理学療法士を招き、従業員の現在の健康状態と労働生産性について評価を行い、改善に向けた取り組みを開始しました。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容 やってみての効果

個別のストレッチ指導半年に1回の体力測定会 健康に関わる講習

体力測定の結果をもとに、
ストレッチや運動を指導

握力(筋力)、長座体前屈(柔軟性)
片足立ち(バランス能力)など

全身の体力を評価

転倒、睡眠、熱中症に
関する講習

0

50

100

（％

）

腰痛者の割合

◆ 健康経営アドバイザーの資格を持つ理学療法士と

     会社役員で月１回の健康経営のミーティング

◆ 毎月6名程度、理学療法士によるストレッチや運動指導

◆ 体力測定会と同時に健康に関わる講習やアンケートによる
生活習慣や労働生産性を評価

体力優秀者は

表彰！

景品も準備！

2023年3
月

2024年6
月

-25%

0

5

10

労働生産性の評価

2023年3
月

2024年6
月

+1.5

◆ 腰痛者の割合が減少

◆ 労働生産性（プレゼンティーズム）の改善

◆ 従業員から「自分の体力を知ることができて良かった」、
「みんなと運動できて楽しかった」と声があり、

     満足度の高い取り組みであった

※WHO-HPQ（絶対的プレゼンティーズム）で評
価

今後の目標

職場環境改善にも取り組み、腰痛者の減少と転倒などの

労働災害の予防に努めていく

事業所名：有限会社正木工業

業界・業種：建設業

従業員規模：13名

地域：九州/熊本県

健康的に長く
働いて欲しい！

「働く大人の体力測定」
で体力レベルを可視化！

製造業、建設業、運輸業等×エイジフレンドリー部門

121



事故０を目指して
～カラダの見える化～

従業員の高齢化に伴い、体の柔軟性や反応が自覚のないうちに下がり、不意の怪我をするリスクが高まりつつあった。

背景（課題・ニーズ）

やってみての効果

安全講和で話を聞くだけでなく、実際にやってみることで、
各個人が思っていたよりできなかったや意外にできたなどの感想があり、
別の計測もやってみたいというポジティブな意見もあり、
意識向上の一助になったと思います。

取り組んだプロジェクト内容

今後の目標や展望

今後も継続して、現場の見える化を進め、無事故無災害の継続を
目指します！

事業者名 ：株式会社西行土木
業界・業種：建設・トンネル工事
従業員規模：約60人
地域 ：北陸・福井

自社内で実施している安全大会に合わせて、
柔軟性や反射速度を計測し、

従業員各個人のデータを数値化し、
自覚するとともに、簡易なトレーニングを紹介し、

維持向上につなげるきっかけとしました。

製造業、建設業、運輸業等×エイジフレンドリー部門
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現道交通規制時の事故防止対策

事業者名：大有建設株式会社
業界・業種：建設業
従業員規模：約400人
地域：東海／愛知県

現道の交通規制を行っていると、もらい事故（突っ込まれ事故）により交通誘導員や作業員の命が
奪われることがある。また、交通誘導員や作業員の高年齢化（高年齢者率 30.1%）が進んでいる
為、現場を明るくすることや安全教育等での意識の向上を行っている。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果

現場を明るくすることにより、もらい事故防止に繋がった。安全意識が高まること
により、突っ込まれ時の事故防止対策となった。

➀現場の照度確保
フレキシブル
LEDライトを現
場に設置し、照度
ほ確保した。

➀安全意識の向上
安全教育訓練にて、事
故体験型VRを使用し
安全意識の向上を図っ
た。

製造業、建設業、運輸業等×エイジフレンドリー部門
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6．製造業、建設業、運輸業等×企業等間連携部門
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ミズノとサミットの共同企画シュー
ズ

「小売業向けワーク用スニーカー」

事業者名：ミズノ株式会社
業界・業種：製造業
従業員規模：300名以上
地域：大阪

背景（課題・ニーズ）

第三次産業における転倒労災は社会的課題となっている。「令和４年の労働災害発生状況を公表」(厚生労働省) https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_33256.html

小売業で転倒事故防止に向けた設備等のハード面での対策は進んでいるが、従業員に向けた対策があまり進んでいない状況で
あった。スポーツの知見で社会課題の解決を目指すミズノは小売業で働く人の多くが作業用途以外の運動靴等で業務しているこ
とに着目。積極的に労災事故防止に取り組む食品スーパーマーケットのサミットと共同企画するに至った。

複数のサミット店舗にて転倒労災が起きる現場の視察と従業員様へのヒヤリングを重ね、ミズノの持つ「滑り」「躓き」への知
見を集めてサンプリング。それをサミット社員が履いて業務を行い、快適性を含めた安全性の評価を実施。約3年間の期間を要
して調整を繰り返し、ミズノ初の小売業向けワーク用スニーカー「FREEROAD EU31L/LSⅡ11L」を完成させた。

硬質樹脂先芯を使用していません。(JSAA規格、JIS規格認定の安全靴ではありません)

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果

サミットにて24年6月から200名規模での試験的導入。導入店舗での現在に至るまでの転倒労災は0件。※24年10月現在。

従業員様からの評価も高く、サミット以外の第三次産業企業はじめ、様々な企業、行政からの引き合いが増えている。

今後の目標と展望

小売業では、制服のようにシューズを指定した
り貸与することが少ない。今回の開発を機に、
第三次産業における転倒事故を減少させ、従業
員がより安全に働ける環境作りに寄与していき
たい。また、更なる研究を進め、新たな製品開
発を進めて行く。

ゴールド賞
製造業、建設業、運輸業等×企業等間連携部門
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働く方の転倒災害の防止のため、メーカーサイドとユーザーサイドとで連携し、製品開発から現場への導入
に繋げた取組です

ポイント



働く社会人のための姿勢改善プログラム

足圧測定会の実施

健康的な足圧の社員 0名/221名(8回の測定会参加者総計)
足圧測定会の結果やアドバイスをきっかけに、健康への意識や行動の変化があったと回答した参加者78％ (回答数156名)
社員からの声
■自分の重心が偏っていること、足の指をしっかり付けて立っていないことがわかり、意識して歩くきっかけになった。
■思った以上に足圧に差があり驚きました。まずは均等になるように普段から意識づけをしようと思いました。
■業務中に足の運動や動きを気にするようになった。気にするだけでも疲れ具合が変わってくるため、継続していきたい

事業者名:ANAホールディングス株式会社
業界・業種:運輸
従業員規模:連結従業員数 41,225名
(2024年3月31日現在)
地域:関東/東京

～専門家からのアドバイス～
◆多くの人は『足』に問題意識を持っていないので、状態が良くない(⇒心身の不
調に繋がる)にも関わらず、対策を何もやっていないというのが現状
⇒何も対策をしていないので効果が出やすく、改善によって仕事のパフォーマン
ス向上に繋がるということが示されている

フロントラインではアフターコロナの生産量回復に伴い、腰痛、転倒等の労災の件数が増加しており、昨年度はこれまでの体操やエクササイズに加えて、「怪我をしに
くい身体の動かし方(仕事中の動作における正しい身体の動かし方)」の周知、浸透に取り組んできた。今年度は身体を支える肝となる足の特徴を知ったうえで姿
勢を改善し、「怪我をしにくいバランスの良い身体づくり」を目指す取り組みに着手した。

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

やってみての効果 今後の目標や展望

足圧測定会実施

上半期計８回

「怪我をしにくいバランスの良い身
体づくり」を目指しどのような施策
が社員に意識変容や行動変容を
促し、習慣化に繋がるのかを今後
も検討し、実行することでプレゼン
ティズムの改善を図っていく。

上半期8回に分けて足圧測定会を実施
目的：足のバランスを視覚的にわかりやすい画像で解析することで、身
体が抱える問題点(膝関節痛、腰痛等)を把握する。現状と改善策を
知ることで日々の行動変容に繋げ健康な身体づくりとプレゼンティズム
の良化を図った。

測定結果共有

(足指の状態把握)

専門家より足のセルフケア、

足の動かし方 等レクチャー

参加者全員が足になにかしらの問題を抱えていることが判明
(複合型) 25.3%  (浮指)36.8%
(ローアーチ)28.9% (ハイアーチ)2.9%  (偏平足)6.1%

シルバー賞
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ポイント



大塚製薬株式会社殿による
熱中症対策出前講座の開催

【背景（課題・ニーズ）】
近年、建設工事現場において様々な熱中症対策が実施されているのにも関わらず、依然として死傷者発
生件数が最も多い業種は建設業である。
当社の各建設工事現場においても、新たな熱中症対策が求められていた。

【取り組んだプロジェクト内容】
東芝グループの重要顧客でもある大塚製薬株式会社殿に依頼し、試行として神奈川県内の某公共工事
現場にて当社職員および下請け作業員を対象に「熱中症対策出前講座」を開催した。
令和６年「ＳＴＯＰ！熱中症 クールワークキャンペーン」実施要綱にも記載されており、熱中症対策の新
たな手法として認知され始めた「プレクーリング」※を中心とした講義内容とした。参加者には修了証代わ
りに『ポカリスエットアイススラリー』を配布し、熱中症対策を学んだ上で実際にプレクーリングを体感する
ことにより、熱中症対策についての理解と実践がより深まるようなきっかけ作りを行なった。

【やってみての効果】
参加者へのヒアリングの結果、「プレクーリング」という言葉を初めて聞いた者が多いことが分かった。開
催後しばらくの間、「プレクーリング」や「アイススラリー」が開催工事現場内でのホットワードとなり、熱中
症対策の一つとして「プレクーリング」が習慣化された。

【今後の目標や展望】
現場規模に合わせた開催方法等を協議の上、開催工事現場の数を増やしていきたい。

※プレクーリング：あらかじめ作業前に一時的に深部体温を下げておく概念

事業者名：東芝インフラシステムズ（株）
         社会システム事業部

業界・業種：建設業
従業員規模：約2,000人
地 域：全国（関 東）

東芝インフラシステムズ株式会社 社会システム事業部

製造業、建設業、運輸業等×企業等間連携部門
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熱中症予防のため、専門知識を有する企業から直接、現場で働く方へ、効果的な対策について講義等を行って
いる取組です

ポイント

ブロンズ賞



～エイジフレンドリーな職場環境に向かって～
METS・やまと監修

転倒防止や腰痛予防のための運動指導講座

事業者ロゴ

事業者名：サカネテクノ株式会社
業界・業種：製造業
従業員規模：約200人
地域：中国／広島

背景（課題・ニーズ）

弊社ではこの度、健康経営優良法人2025(中小規模法人部門)の申請をいたしました。60歳以上の社員数がが社員全体の3割を超える現状があり、健康経営はもとより、
重要な働き手であるシニア層(高度な能力・技能を持った方)には特に元気で長く勤めてもらい、これからも後進への継承を行ってもらわなければなりません。

取り組んだプロジェクト内容

サカネテクノでは50年以上毎日ラジオ体操を続けてきました。2024年度より主に腰痛を
持った方、60歳以上の方を対象に弊社の産業医でもありますMETSやまと様監修の「転倒防
止や腰痛予防のための運動指導講座」の取組みを開始しました。若い方に比べ筋力や敏捷
性などの運動能力や視力・聴力の低下、また高血圧や糖尿病などの病気を持つ割合も高く
なってきております。まずは体力測定や体組成・姿勢チェック等を行って今の数値を直視
してもらい、健康運動指導士や管理栄養士の方々によるセミナーやパーソナル指導を経て、
自身の身体の状況を再確認してもらう機会になればと全５回のプログラムを設定しました。

やってみての効果

体力・バランス測定
体組成測定(初回)

姿勢チェック

転倒防止や腰痛予防の

ためのセミナー(実技あり）

パーソナル指導

(特に高リスク対象者)

体組成測定(最終)

全体指導(総括)

まずは毎回社員同士でワイワイ楽しくプログラムを行えた事が一番。
健康への意識向上と自己管理の重要性が周りの社員と比較しながら
も実施できたと思います。また我々の業界・業種では転倒や腰痛に
関しては、毎年多くの方々が労働災害事故として報告されている事
が多く、様々な事例が発生しております。この転倒防止や腰痛予防
講座を取組んだ事によって安全衛生を社内に周知徹底する良い機会
となりました。

製造業、建設業、運輸業等×企業等間連携部門
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地域コラボによる
腰痛・転倒防止対策活動

※邑楽町役場地域包括支援センター、羽生総合病院との連携

事業者名：株式会社 フコク
業界・業種：製造
従業員規模：1,150
地域：関東

背景（課題・ニーズ）

やってみての効果

取り組んだプロジェクト内容

今後の目標や展望

当社での直近の労働災害は腰痛や転倒による災害が目立っていました。腰痛においては対策が難しくクレーンによる重量物の運搬を検討しま
したがクレーン設置に課題がありました。他にも重量物アシストスーツや腰部保護ベルト等を購入しましたが馴染むことが出来ません。
また、自分たちで「腰痛・成人病予防」の啓蒙を行っても聞いている従業員は関心を持たないことから第3者の力を頂きたいと申し出て
邑楽町役場地域包括支援センター、羽生総合病院の協力を得て健康講話と健康運動の指導を受けました。

自分たちで今まで行ってきた健康指導がうまく浸透しなかったところ昨年3月のSAFEコンソーシアムシンポジュームを視聴し専門の方に運動
の指導を受けている事例を視て、これを参考に町役場の地域包括支援センターに伺って「腰痛・成人病予防」対策の目的を説明し、地域包括支
援センターのプログラム「かんたん体操」「成人病予防講話」を社内で実施していただきました。先ずは安全衛生委員会にてデモンストレー
ションを行い審議した後に60歳以上の方を対象に指導を行いました。
これを機に関東にある工場の邑楽町役場地域包括支援センターや羽生総合病院にも相談して同様の
内容で指導を受けました。
総合病院では指導プログラムが豊富にそろっているので女性を対象とした骨粗しょう症等の指導も
受けることが出来ました。今後もリクエストのあるプログラムの指導を行って行きます。

自分たちでやれることに限界があり専門の方に協力を得ることで
目標を達成することが出来たことで地域の方への協力でこれから
の安全衛生活動に期待を持つことが出来た。

定期的に地域コラボとして健康講話や健康体操を継続する。また
役所とまちぐるみ健康会議座談会を発足することが出来たので工
業団地の方々と情報交換を通して安全衛生活動を活発する。

製造業、建設業、運輸業等×企業等間連携部門
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建設現場の環境改善と安全に貢献するボディメンテナンス施設

健水院 produced by ダイヤ工業(株)

事業者名 ：株式会社竹中工務店
業界・業種：建設業
従業員規模：約8000人
地域 ：大阪府

・実証を行った建設現場の熱中症災害・転倒災害がともにゼロであった
・複数回の施術により転倒リスクが低減する傾向がみられた

建設業における若手就労者の減少が問題視されており、建設現場のきついイメージや怪我の絶えない現状が大きな理由として考えられる。その改善のために、建設作業員
にとって魅力的な作業所環境を構築することや、怪我や事故のリスク低減に努める必要がある。そこで「建設現場向けアシストスーツ」の共同開発先であるダイヤ工業
（株）と協業し、建設作業員の体調の改善、モチベーション向上及び怪我のリスク低減に寄与する取り組みの包括的な実施により改善を目指した。

取り組んだプロジェクト内容：2024年5月～6月実施

背景（課題・ニーズ）

やってみての効果 今後の展望

③身体能力の可視化

上肢筋力

柔軟
性

下肢筋
力

移動能
力

筋持久力

バランス 敏捷性

施術後に7項目の体力測定
転倒リスクを算

出

①整体スペースの設置

・国家資格を有する
整体師が週2日常駐（8時間/日）

・建設現場ではたらく
すべての人が利用可能

・15分/人の施術

・ひとりひとりに合わせた
オーダーメードの施術

・当ボディメンテナンス施設を当社又は当社以外の建設現場にも展開
・建設現場におけるボディメンテナンスの効果検証を推進

建設現場内に「健水院」というボディメンテナンス施設を設置し、その効果検証を実施した。

②熱中症対策

・ミネラルウォーターの
ウォーターサーバの設置

・熱中症対策の一環とし
て

水分補給の促進

「健水院」という名前は、「みずから（水から・自ら）健康を」というテーマに基づいて名付けられた。
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素材梱包の変更による取り組み
素材購入業者中山商工㈱様

企業等間連携

事業者名：日東精密工業株式会社
業界・業種：製造業
従業員規模：109人
地域：関東/埼玉

経緯（課題・ニーズ）

弊社内で素材寸法『φ100×1200L』重量80Kgの材料を素材置場へ移動する際、作業者2名で人力での作業を行い1名が腰痛を発症した。
重量物はリフトを使用し、スリングを掛けることになっていたが素材梱包荷姿の状態ではスリングを掛けられなかった。

取り組んだプロジェクト内容

改善効果

中山商工㈱様(素材購入業者)から送付された素材が素材のみをリフトで吊るすことが出来
ない為「良い方法はありませんか」と問い合わせをし、双方にて検討・意見交換をした末、
木枠を短くすることに至った。
写真①改善前の状態(Before)→写真②改善後の状態(After)に素材梱包の状態を変更した。
写真①から写真②へ変更したことにより写真③のようにスリングを掛けることが簡単にで
きるようになったことで、人力での持ち運び移動が無くなり、腰痛防止に繋がった。
この意見交換の期間は1週間で実践対応できた。

今後の目標・展望

今後も危険箇所や危険な作業等での労働災害を未然に防げるよう、全社員の労働
災害への意識を高め、安全な職場づくりに努めます！！

目指せ0災！！

写真①
(Before)
木枠が長い為スリングを素材のみに掛ける事が出来
ず、吊るせない状態。

写真③
(After)
人力ではなく
リフトを使用し
移動出来るように
なった。写真②

(After)
木枠を短くしたことでスリングを掛ける事が出来、
吊るせるようになった。

⇐木枠が長い

⇐木枠が短くなった

協力：中山商工株式会社様
関東/東京

製造業、建設業、運輸業等×企業等間連携部門

131



労働災害防止の取組み
～SSMの考え方を取り入れた安全管理の仕組み構築～

事業者名：栗田工業株式会社
業界・業種：建設業（水処理装置/薬
品）
従業員規模：約8,000人（連結）
地域：東京都

当社における労働災害発生件数が年々増加しており、労働災害防止が急務である。労働災害の中でも特に再発災害（過去に発生した労働災害と
災害の型、危険源、発生要因の全てが一致）が60％を占めており、再発災害の防止が必要である。そこで、SSM（Stress  Strength  Model）
を考案された株式会社構造化知識研究所様に連携・監修して頂き、「SSMの考え方を取り入れた安全管理の仕組み」を構築した。
※SSMとは労働災害･事故･品質トラブルなどの発生メカニズムを知識構造(作業/機器･事象･ストレス要因(発生条件)･ストレングス要因(業務計
画要因)に基づいて一般化･体系化し、対策知識と共にリスクアセスメント等の業務に再利用し、再発防止･未然防止に繋げる手法である。

背景（課題・ニーズ）

①過去災害の情報を危険事象・危険源発生・不安全行動の事象ごとに切り出して
(分節化)、各事象メカニズムを再利用する作業を一般化して知識ベースに登録する。

一般化・分節化することで、他部門への事例展開が可能となる。
②計画の作業ごとに知識ベースから「過去災害から学んだ教訓(災害防止知識)」を
抽出し、リスクアセスメント（又はKY）や安全教育などに活用する。

取り組んだプロジェクト内容①

やってみての効果

再発災害が60％→0％に低減！

再発率は低減できたが、労働災害
発生件数自体は削減できていない

ため、今後は未然防止の観点が必

要となる。AIの活用や他社様との

連携を行い、「当社でこれまで経

験したことがない労働災害」の

データベースへの登録を進める。

SSMの考え方を取り入れた安全管理の仕組み構築

今後の目標や展望

取り組んだプロジェクト内容②

①リスクアセスメントへの活用 ②安全教育への活用

災害事例と災害防止知識を周知
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ウェザーニューズの気象情報を全社導入
～店舗の防災対策に特化したアプリの開発で安全性を向上～

・気象情報は、Yahoo!やウェザーニュース、NHK等様々なアプリから情報収集をしていた
・店舗のピンポイントの位置の気象情報の把握ができなかった

事業者名：株式会社カインズ
業界・業種：小売
従業員規模：約26,600人
地域：関東/埼玉

背景（課題・ニーズ）

やってみての効果

【定性的効果】
・店舗と本部が同一の気象情報を把握できるようになったことで、事前準備や現場情報のコミュニケーションに活かされるようになった。
・台風接近時に、暴風域突入店舗の営業判断に活用。店舗メンバーからは、台風接近前に安全を優先した判断が好評

取り組んだプロジェクト内容

・約3年前よりウェザーニューズが検討していた、店舗のピンポイントの位置の気象情報をキャッチできるようなシステムやアプリ開発に携わ
る
・特に台風など事前に予見が可能な自然災害に対し、同一の情報把握だけでなく、暴風域や強風域突入時間帯も全店舗で把握が可能
⇒避難行動や営業判断に活用

・店舗の従業員や来店客の安全
対策に特化した「ウェザーニュ
ース for business」の開発のき
っかけに。

・ウェザーニューズと連携し、店舗のピンポイントの気象情報をキャッ
チし、店舗と本部が同一の情報把握を可能にすることで、いち早くアク
ションにつなげ、浸水被害や発注情報につなげる

目的
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人工呼吸をしない救急蘇生法の開催
～救命教育の全社展開～

事業者名：株式会社IHIエスキューブ
業界・業種：情報・通信業
従業員規模：約500人
地域：東京・横浜・他

【安全な職場づくり部門】

背景（課題・ニーズ）

取り組んだ内容

今後の目標や展望

当社内で全社展開をし，各事業所に傷病者発生時の対応
ができる人員を増やす。

受講者の声・効果検証

救命講習自体の参加が初めてという方もいて，最初は参加者に「いざという時に対応ができるか」という緊
張感が見られた。しかし，動画で流れを説明，産業医および保健師監修のもとで実技を行なったことで，
救命措置の要領が分かり参加者の緊張感が緩和したように見受けられた。
当社はデスクワーク主体のため
参加者からは「各事業所で定期的に開催してほしい」との声もあがり，参加者に対し救命措置の重要性に
ついて浸透できたと考える。講習内容も有効性も確認でき，今後も引き続き，全社展開を進める。

講習で使用した資料の一部 当日の写真

当社では毎年秋に，若手適応能力向上を目的とし，約70㎞を約7時間で自転車走行する「しまなみ海道サイクリング研修」
を実施している。本研修により安心・安全に参加するため，また，今後の生活においていざとなった時に対応できることを目的と
し，総務グループが主体となり，産業医ならびに保健師監修のもと救命講習を実施した。研修参加者の中からから希望を募り，
救命講習へは新入社員を含む10名が参加した。

～人工呼吸をしない救急蘇生法～と題し，傷病者発見から呼吸確認，胸骨圧迫およびAEDを用いた救命措置の実技を行なった。
＜実技のほか，救命講習において重点を置いて実施したこと＞
①救命措置の重要性の周知
「いざとなるときの行動で救える命がある」として，救命措置の重要
を周知した。
②救命措置実施決断の心理的ハードルを下げる
救命措置実施の決断をしやすくするため，胸骨圧迫を実施するときの判断の
ポイントの説明を行なった。
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全社員で取り組む 多能工化・多専門化活動！
～標準化作業を軸とした安全で効率的な教育展開～

背景（課題・ニーズ）

取り組んだプロジェクト内容

多能工化・多専門化教育 ● 平均残業時間の削減

やってみての効果

【チーム名】REX × SAFEコンソーシアム

Aさん

多能工化
多専門化

【b工程】 【c工程】

ISOの考え方を基準として作成された作業標準をもとに教育実施。
Aさんはa工程の担当者であったが、部署間連携での多能工化・
多専門化教育により、b工程、c工程の作業も覚え、複数の工程で
メインオペレーターと同じ水準で、安全に作業できるように
なった！ 自工程だけでなく、全体の流れを理解することで、
相互リスクを認識し、より安全な環境作りの促進につながった！

複数の工程で作業できる社員の教育
⇒ 作業の分散化に繋がり、生産量増加に伴う供給責任を果たしながら、

平均残業時間の削減！
月当たり平均残業時間の推移：
 2022年度：26.4時間、2023年度：23.4時間、2024年度(上期)：21.67時間

● 育休の取りやすい職場環境

育休を取得したい社員の工程を他メンバーが支援できる！
⇒ 本人が希望する場合、育休取得が100％対応可能に！

男性の育休取得者数（取得割合）：
2022年度：7人(54％)、2023年度：6人(75％)、2024年度(上期)：3人(60％)

● BCP対応

多能工化・多専門化の推進展開（東京・大阪 拠点間での相互対応可能）
⇒ 自然災害等が発生しても事業の継続ができる体制を整備！

【a工程】

【a工程】

当社では以前から各部署単位での、多能工化に取り組んでいましたが、今後の更なる

生産量増加に対応し、お客様へ安定して製品を供給する責任を果たすべく、改めて全社員で一丸となって、

部署・係を超えた効率的で精度の高い、多能工化・多専門化に取り組みました。

事業者名：寿精版印刷株式会社
業界・業種：製造業
従業員規模：496人
地域：東京・大阪

（会社全体の安定供給リスクの軽減）

（疲労による安全リスクの軽減）

（ワークライフバランス・心の健康）
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心も身体も安心安全な職場づくりへの挑戦！
～心理的安全性の浸透教育～

＜心理的安全性とは：チームやグループの中で、メンバーが自分の意見やアイデアを自由に発言できる環境のこと。＞

私たちは、「安全は全てに優先する」という基本理念のもと、各工場で無災害活動の推進中。社内標準化による不安全の撲滅を継続的に行う中で、

社員一人ひとりが能力を発揮して活躍できるようにするには、自分の考えを積極的に出し、チャレンジできる環境が、重要だと考えた。

①『心理的安全性の考え方』の浸透：

・教育を受けた者が自身の周りの者に教育する。学び合いの連鎖による浸透。

→『心理的安全性』という言葉が、組織内で共通言語化！

②会議体のデザイン設計と共有（意思決定、報告、相談、意見交換・・）：

・会議体を目的ごとにデザイン設計し、参加メンバー内に共有。

→立場を気にせず、自身の意見が言える環境。意見交換による互いの気付き。

①心理的安全性に関する教育の実施。【2021.01.～ 2021.12.】

2020年9月に発売された、『心理的安全性のつくりかた』を用いて、

トップ経営層から順にマネジメント層全体に至るまで、段階的な教育機会の設定。

教育メンバー内で担当を割り振り、各自が自分なりに教材内容を自身の体験・経験も交えた

形でとりまとめ、他者に説明共有。ディスカッション形式での社内メンバー教育を実施。

②学びをもとにした実践。【2022.01.- 現在も取組中】

教育を受けたマネジメント層が、自部署メンバーへ内容共有。

出席メンバーが発言しやすい会議体のデザイン設計の検討。

自身の体験を
共有！！

気付き！

心理的安全性ある組織文化の醸成！

『失敗は誰もがするもの。

改善をみんなで実行し、不安全の撲滅と、

チャレンジできる環境の醸成を推進する』

今後の展望

背景（課題・ニーズ）

やってみての効果

活動内容

なるほど！
そういう考え方も
あったのか！

事業者名：寿精版印刷株式会社

業界・業種：製造業

従業員規模：496人

地域：東京 / 大阪

【チーム名】コーポレートコミュニケーションチーム
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マッサージ師を採用し、本社にマッサージルームを開設
本社以外でも出張マッサージ企画を実施

ベテラン社員への健康研修実施。
①筋力(運動･栄養)②睡眠③メンタルヘルス④がん検診

健康情報配信 ①ニュースレター ②デジタルサイネージ

エイジフレンドリー
イベント型・情報提供型の両面からアプロー

チ！

プレゼンティーイズムによる損失額は、アブセンティーイズムの約18倍と試算しており、
プレゼンティーイズムの要因の第1位は運動器・感覚器の障害となっている。
今後社員のさらなる高齢化が予測されるため、筋力・視力等を要因としたパフォーマンス低下への対策が急務となっている。

背景（課題・ニーズ）

やってみての効果

マッサージを受けた社員の90%が
施術後のパフォーマンスがアップしたと回答。
パフォーマンスやリテラシーの向上に
繋がったという感想が多数得られた。

「すきま時間でできる情報の紹介はうれしい！」
「日常生活から気を付けていきたい」

取り組んだプロジェクト内容

今後の目標や展望

より多くの社員が参加できるよう、出張マッサージ企画を推進、
複数拠点でのマッサージルーム開設の検討を行う。
リテラシー向上のため、楽しみながら、普段の生活や
ちょっとしたすき間時間でも取り入れられるような
情報発信を継続的に行う。

事業者名：ユニ・チャーム株式会社
業界・業種：製造
従業員規模：約1,800名
地域：全国
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